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全国 山口県 下関市
平成29年 27.7 33.4 34.2
平成30年 28.1 33.9 34.7
令和元年 28.4 34.3 35.1
令和2年 28.6 34.6 35.6
令和3年 28.9 35.0 36.0
令和4年 29.0 35.2 36.2

※ 国及び山口県のデータは
統計局ホームページ　人口推計の結果の概要
各年10月1日現在

　（https://www.stat.go.jp/data/jinsui/2.html#annual）から作成

※ 下関市のデータは
下関市ホームページ　「下関市の高齢者者人口をお知らせします」
（https://www.city.shimonoseki.lg.jp/soshiki/40/3493.html）から作成

27.7 28.1 28.4 28.6 28.9 29.0

33.4
33.9 34.3 34.6 35.0 35.2

34.2
34.7 35.1

35.6 36.0 36.2

25

27

29

31

33

35

37

平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年

高齢化率の推移（各年10月1日現在）

全国 山口県 下関市

－ 学生確保（資料） － 13 －

【資料2】全国、山口県、下関市の高齢化率の推移



第２次下関市総合計画

Ⅰ.	序論
策定の趣旨
計画の構成

総合計画の計画期間
計画策定の前提

Ⅱ.	基本構想
まちづくりの基本理念
まちづくりの将来像

地域特性とまちづくりの方向

八角塔屋
のある旧

殿居郵便
局舎

垢田小学
校　5年

　藤永悠
太郎さん

下関市合併10周年記念

「私の好きな下関」
絵画コンクール

－ 学生確保（資料） － 14 －

【資料3】第2次下関市総合計画（抜粋）



策定の趣旨

　平成17年２月の合併から10年が経過し、第１次下関市総合計画の計画期間が終了す

ることから、平成27年度以降10年間を見通す新たな行政経営の基礎となる「第２次下

関市総合計画」を策定し、市民・事業者・行政が共通の目標を持って、それぞれの役割を

自覚し力を結集する新たなまちづくりの方針を明確にします。

計画の構成

① 基本構想
　本市を取り巻く現状・課題を体系的に整理しながら、市の将来像を掲げ、目標とす

る将来像を実現するために必要な施策の大綱を定めます。

② 基本計画
　基本構想を受けて、各施策の分野ごとに課題を掲げ、５年間において推進すべき基

本的施策を示します。

③ 実施計画
　基本計画に基づく施策を展開するため、具体的な事業を掲げます。計画期間は

５年間とし、毎年度の事業の評価・検証を行いながら見直すローリング方式により、

事業の進行管理を行います。

序　　論

基本構想

目標とする将来像を実現するために
必要な施策の大綱

基本計画

基本構想を実現するための
各施策の分野ごとの基本的施策

実施計画

基本計画に掲げた施策展開に基づく具体的な事業

序　
　
　

論
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計画期間

基本構想：10年　平成27年度〜平成36年度

基本計画：前期基本計画として基本構想の前期５年間

実施計画：基本計画の５年間

計画策定の前提

１．本市を取り巻く社会的背景と課題

（1）急速な人口減少社会への移行

　わが国の総人口は、明治維新以降から近年に至るまでほぼ一貫して増加していま

したが、平成17年に前年比マイナスとなってからは一転して減少傾向が続きます。全

国的な人口減少のため、交流人口を拡大させる取り組みや、都市の活力を創出する取

り組みが求められています。また、晩婚化等にともない、第１子出生時の母の平均年

齢が上昇傾向にあり、平均出生子ども数は低下傾向にあります。少子化対策として、

子ども・子育てをサポートする体制の強化が必要です。生産年齢人口の減少により、

産業の担い手不足が予測されることから、人材の育成と確保が求められています。

（2）本格的な高齢社会の到来

　わが国では、世界のどの国もこれまで経験したことのない本格的な高齢社会を迎

え、社会保障費増大にともなう財政負担の増加が大きな問題となっています。高齢化

が加速し、約３人に１人は65歳以上となり、高齢者が安心して生活できる社会の構築

に取り組んでいく必要があります。高齢者がボランティア、就労など様々な活動に参

基本
構想

基本
計画

実施
計画

平成27年
（2015）
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（2016）

平成29年
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（2018）
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序　
　
　

論
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加し、地域社会の中で役割をもっていきいきと生活することで、生きがいや健康づく

りにつながる社会参加の推進が求められています。また、介護へのニーズが増大する

ことが予想され、質の高い福祉・介護人材の安定的確保は喫緊の課題となっており、

小・中・高校生を対象とした介護の職場見学など、将来の福祉・介護の担い手の確

保につなげる取り組みが行われています。

（3）雇用環境の変化と人材育成

　超円高の終息やデフレ経済からの脱却、加えて東京オリンピック開催決定など、企

業を取り巻く環境に明るい兆しが見えはじめたことを背景に、雇用環境も少しずつで

はありますが改善されています。今後、地方への波及が期待できる一方で、若年者の

非正規雇用比率は高止まっていることなど、学生時代からのキャリア教育や、人材育

成に対する機会の充実が求められています。また、女性については、出産後の就業継

続割合が低いなどの課題があることから、出産・子育てと仕事が両立できる環境づく

りを進める必要があります。

（4）地球温暖化対策と再生可能エネルギー導入の促進

　温室効果ガスの排出増加による地球温暖化など様々な環境問題が顕在化してお

り、環境の質を向上して人々が健康で文化的な生活を送れるようにするとともに、経

済成長を達成し、環境や社会問題に対応するための投資を促進することを目指すグ

リーン経済への移行が求められています。また、東日本大震災を契機として、再生可

能エネルギー利用への意識が一層高まっています。

（5）社会インフラと公共交通の維持・整備

　社会インフラについては、厳しい財政状況の中、人口構造の変化や施設の老朽化

などの課題があり、集約・減量化や長寿命化を推進しつつ、機能の見直し等が求めら

れています。一方で、東日本大震災の発生を受け、災害に強い国土・地域づくり（国土

強靭化）が求められるなど、経済の再生を支える国際交通及び幹線交通のネットワー

ク強化や災害時の代替性・多重性の確保等が喫緊の課題となっています。また、地域

公共交通に関しては、過疎化やマイカーの普及等による利用者の減少と利便性の低

下が進行しており、高齢者や子どもなど交通弱者に対する移動手段を確保し、地域

社会を維持・活性化することが求められています。

序　
　
　

論
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２．本市の地域特性と主な課題

（1）地域特性

① 豊かな自然がもたらす恵みを享受
●..本市は、本州最西端に位置し、三方が海に開かれています。関門海峡の景観は、
本市のシンボルとして、世界にも誇れるものであるほか、響灘沿いの海岸線や
角島などの島々が生み出す景観も美しく多くの人を魅了します。

●..華山等の山並みや木屋川、粟野川、豊田湖といった内陸部の自然環境も豊か
で、人々の心に潤いを与え、レジャーやレクリエーションなど多彩な活用がなさ
れています。

●..こうした自然の恵みは、観光資源として活用されているほか、様々な産業の基
盤になっています。

●..農畜産業においては、地域の特性を活かした各種園芸作物（野菜、果樹、花き）
の栽培や酪農が盛んです。

●..水産業は、水産加工業や造船業などの関連産業集積にも寄与し、水産都市と
しての繁栄をもたらしてきました。

② 全国に誇れる歴史や文化の宝庫
●..本市は、全国でも屈指の内容を誇る、様々な歴史的・文化的資源を有してお
り、これらの資源がまちづくりに活用されています。

●..歴史の節目では、本市が重要な舞台となって、源平合戦や巌流島の戦い、明治
維新など歴史上のドラマが展開されました。これらの出来事にまつわる史跡
は、本市の重要な観光資源となっています。

●..このような歴史的特性を背景に、文化面においては、文学や工芸、絵画、芸能、
音楽など各方面で優れた人材が輩出されてきました。さらに最近は、恵まれた
文化資産や地理的条件を活かしたスポーツ活動も盛んに行われ、下関海響マ
ラソンが全国有数の人気マラソン大会として認知度を高めるなど、新たな取り
組みが進められています。

●..全国的に知名度の高い「ふく」のほか、「うに」・「くじら」・「あんこう」・「いか」
や「ネギ」・「トマト」など下関が誇る農水産物に加え、瓦そばやとんちゃん鍋な
ど多彩な食文化を楽しむことができます。

序　
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③ 地理的特性・都市構造
●..本市域は、５つの市町の合併を経て構成されているため、旧市町の各中心部に
は一定の市街地が形成され、公共公益施設などが集積する地域の拠点となっ
ており、各地域の拠点は山地などの地形的条件によって独立し、分散型の市街
地形態となっています。

●..本市は本州と九州との結節点に位置し、アジアとも近接していることから、韓
国・中国を中心とする東アジア方面との国際交流や貿易、北九州との関門連
携など九州方面との交流、山陽方面、山陰方面との交流など、様々な都市間交
流を行っています。

●..本市の南部は線引き都市計画区域である下関都市計画区域、中部は非線引き
都市計画区域である下関北都市計画区域、北部は都市計画区域外とそれぞれ
異なる土地利用の規制誘導を行っており、用途地域では都市的土地利用、用途
地域外では、自然・田園・集落地としての土地利用が行われています。

（2）主な課題

① 人口減少への対応
　本市人口は１市４町合併時（平成17年）の約29万人から、平成22年には約28
万人へと減少しています。今後もこの傾向が続き、平成37年には約24万人とな
ることが予測されます。人口減少の最大の要因は自然減と若者流出による社会
減であり、特に自然減は拡大傾向が続いています。社会減は縮小傾向にあります
が、毎年1,000人近い人口が流出しているため、定住人口の増加は喫緊の課題で
あり、雇用の場の創出が必要です。

② 高齢化等への対応
　本市では、高齢者人口のピークを平成32年頃迎えることが予測され、健康な
高齢者を増やす取り組みや、医療や介護が必要になっても住み慣れた地域と住ま
いで切れ目ないサービスを受けることのできる体制が求められています。また、障
害者や児童等の福祉の充実を図るため、公的な支援のほか、地域等によるサポー
トの重要性が高まっています。

③ 滞在型観光への転換と交流人口の拡大
　本市の観光形態は、通過型観光であることや近隣都市からの日帰り型観光が
多いことが特徴となっており、多様なニーズに応じた宿泊施設の充実など滞在型
観光への転換が求められています。また、芸術や文化、スポーツなど多分野での
交流人口の拡大が求められていますが、人を惹きつける自然・歴史・文化・食な
どの本市の魅力を見つめなおして、多くの人に知ってもらうための情報発信力を
強化し、心のこもったおもてなしを市民全体で行うことが必要です。
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④ 持続的成長につながる産業の振興
　農林水産業や製造業、卸売業など、本市の発展を支えてきた主力産業が、様々
な環境変化に直面する中、今後の持続的成長につながる産業の振興が重要な課
題となっています。「下関」というブランド（独自性）の強化や、下関の強みを活か
した産業の育成及び企業誘致などによる活性化が求められています。

⑤ 地域に根差した教育の実施
　心豊かな人間性を持つ下関っ子を育てるため、郷土の歴史、文化、自然等を学
ぶことにより地域への誇りと愛着を持ち、地域の人々と交わることにより、学校・
家庭・地域が連携した教育環境の充実を図ることが必要です。

⑥ 地域集約型都市の形成
　本市は、広大な市域を有しているため、これまで整備されてきた都市基盤ス
トックを活用しつつ、行政サービスの提供を効率的に行えるまちづくりを進める
必要があります。医療・福祉施設、商業施設等の都市機能を各拠点で分担し、市
民が過度に自家用車に頼ることなく、公共交通機関によりこれらの施設にアクセ
スできるような地域集約型都市の形成を図る必要があります。

⑦ 災害に強いまちづくり
　台風による高潮被害や集中豪雨による河川の氾濫・山崩れ等の被害、南海トラ
フ巨大地震による津波被害の想定などを踏まえ、防災関連施設の整備や災害対
応機能の強化、市民一人ひとりの防災意識の向上など災害に強いまちづくりが求
められています。

⑧ 地域コミュニティ機能の強化
　核家族化や中心市街地における人口減少、生活圏域の拡大、中山間地域の過
疎化などによって、地域の連帯感や帰属意識、活力が低下し、住民相互の交流や
支え合いの場としての地域コミュニティ機能が低下しています。住民や、地域コ
ミュニティ、NPOなどが協働し、多様な主体によって課題を発見、解決していく仕
組みや、行政と住民が相互に連携し、地域力を創造する仕組みの構築が求められ
ています。

⑨ 行財政運営の効率化
　非常に厳しい財政状況の中、複雑化・多様化する市民ニーズに対応した行政
サービスの提供が求められています。そのためには限られた財源の中で、各施策
の重要度、達成度をもとに、優先すべき課題に対する「選択と集中」を行うことに
より、行財政運営の効率化を図っていく必要があります。
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３．人口動態の現状と見通し

山口県及び下関市人口の推移

1970 75 80 85 90 95 2000 05 10 15 20 25 30 35 40
（年）

（千人）

（資料）総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」

推計

1980年比23.5％減少
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1,340
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1,139

1,070

（年）

（千人）（千人）

（資料）総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」

推計

1980年比13.7％減少

山口県（左目盛） 下関市（右目盛）

下関市の年齢階級別人口の推移

（人）
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（資料）山口県「人口移動統計調査」 （年）

社会増減人口増減 自然増減

毎年、「転入ー転出」で1,000人前後減少
一方、「出生ー死亡」でも1,000人程度減少
合計すると、毎年2,000人程度減少

下関市の自然・社会増減の推移
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下関市 市民実感調査 
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【資料4】令和4年6月　下関市市民実感調査報告書



 

■ はじめに 

 

 2019 年末から続くコロナ禍やウクライナ情勢の影響により、全国的に物価が上昇

し、県内景気の低迷が続き、本市財政においても「歳入の減少」が続いています。

また、急速に進展する少子高齢化や市民の価値観の多様化などで「歳出の増大」も

大きくなっており、財政状況は厳しさをましています。 

 

 新たな歳入確保や歳出構造の改革、職員定数の削減などで対応していますが、事

業の優先順位を意識し、「選択と集中」により事業数を減らしていかなければ、市民

生活に必要なサービス水準を維持していくことができなくなってしまいます。市民

ニーズを把握して成果重視の市政運営を行うことが肝要であり、市民満足度の向上

と併せて、行政の説明責任を果たしていくことが求められています。 

 

 このため、市民実感調査は市の取り組んでいる施策について、市民がどの程度重

要と感じているか、どの程度満足しているかを調査し、その結果から市民ニーズを

把握し、第 2 次下関市総合計画をはじめとした各種施策の成果指標の実績値等とし

て活用するものです。 

 

 市民実感調査の結果及び本報告書の内容は、現在の市民の価値観、要求の方向性

を示すものとして取りまとめており、市が進むべき方向性を検討する際の参考と

し、「将来を見据えて下関市に必要なものは何か」、「行政として責任をもって行って

いかなければならない施策は何か」ということを検討してまいります。 
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令和 4 年 6月 下関市市民実感調査 結果報告書 

Ⅰ 調査概要 

 

１．調査目的  

この調査は、第 2次下関市総合計画に基づいて取組みを進めている各行政分野の施策の実施

状況やまちづくりの方向性などについて、市民の生活実感に基づいた評価や考え方を聴くこ

とによって、当該施策に対する市民の意識を把握し、今後の施策展開や市政運営の方向性を

検討するための基礎資料とするものです。 

 

 ２．調査対象  

市内在住 18歳以上の市民 2,500 人（住民基本台帳より無作為抽出） 

 ※調査基準日：令和４年 6月 3 日 

 

 ３．調査期間  

令和４年６月３日（金）から６月２２日（水）まで 

 

 ４．調査方法  

郵送により対象者に調査票を配布し、返信用封筒とWebにより調査を実施しました。 

 

 ５．調査内容等  

 （１）設問内容 

第２次下関市総合計画の施策体系に基づいて、各施策に係る市民の評価を尋ね（31 問）、施

策評価の成果指標の実績値として活用するものです。 

 

 （２）回答者属性（属性別に基づく回答傾向のクロス分析の実施） 

   ①性別    ②年齢（年代ごとの区分） 

   ③居住地域（本庁、本庁以外の支所及び総合支所単位） 

   ④職業    ⑤居住の経緯    ⑥居住年数 

   ⑦住み心地  ⑧居住継続の意思  ⑨居住継続の年数 

    ※１ 居住地域の「山陰地域」は「川中・安岡・吉見・勝山・内日支所管内」、 

「山陽地域」は「長府・王司・清末・小月・王喜・吉田支所管内」と定義します。 

    ※２ 年齢の「20 歳代以下」は「18歳～29 歳」と定義します。 

  

（３）市民実感調査リーフレット 

市民実感調査の意義、調査協力へのお願いを市民に分かりやすく伝えるため、調査票の送付

の際、市民実感調査リーフレットを添付しました。 

 

 

 

 

 

 

９つの回答者属性を調査 

－ 学生確保（資料） － 25 －
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令和 4 年 6月 下関市市民実感調査 結果報告書 

 ６．回収状況  

 

発送数 回収数 回収率 

2,500 978 39.1% 

※252,413 人（令和 4年 3 月末現在、 

住民基本台帳）18 歳以上は 218,429 人 

 

回答方法 
回収数 

用紙 Web 

856 

（87.5%） 

122 

（12.5%） 
978 

 

Ⅱ 集計・分析方法 

 

 １．回答者の属性内訳  

   回答者の内訳に関わる設問 9 項目についての内訳を集計しています。 

 

 ２．回答者属性によるクロス集計  

   回答者属性 9 項目について、必要に応じてクロス集計を行い、市民（回答者）の構成を明 

らかにします。 

 

 ３．分析方法  

第 2次下関市総合計画の施策体系に基づいて、各施策に係る市民の「行動」、「感じ方」を

把握する設問を設定し、「～をしている市民の場合」、「～と感じている市民の割合」のよう

に、市民の行動・感じ方を定量化し、施策評価における成果指標の実績値として活用しま

す。 

なお、各設問に対し、「未記入」、「無効回答（二重回答、判読不能）」を除いたものを有効

回答としています。 

 

 ４．集計単位  

①回答者数や各属性の回答者に占める構成比率などは、小数第 2 位を四捨五入した小数第 1

位までの百分率で表示しています。そのため、各項目の比率を合計した値が 100％になら

ない場合があります。 

②一部の人を対象とする質問では、質問対象者数を分母にして算出しました。 

③二重回答や判読不能の回答などは、無効回答に含めています。 

 

注）設問内容が分からない場合や回答が 

判断できない場合は、空欄（無回答） 

とすることとしているため有効回 

答数は設問により異なります。 

－ 学生確保（資料） － 26 －
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令和 4 年 6月 下関市市民実感調査 結果報告書 

Ⅲ 回答者の属性内訳 

 

１．性別／年齢  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女・年齢別 

 年齢 

20 歳代以下 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70 歳以上 不明 合計 

合計 
N 

% 

69 

7.1 

101 

10.3 

158 

16.2 

177 

18.1 

256 

26.2 

202 

20.7 

15 

1.5 

978 

100.0 

男性 
N 

% 

31 

7.7 

36 

8.9 

55 

13.6 

63 

15.6 

113 

28.0 

104 

25.8 

1 

0.2 

403 

100.0 

女性 
N 

% 

37 

6.8 

58 

10.7 

95 

17.5 

113 

20.8 

140 

25.8 

95 

17.5 

4 

0.7 

542 

100.0 

不明 
N 

% 

1 

3.0 

7 

21.2 

8 

24.2 

1 

3.0 

3 

9.1 

3 

9.1 

10 

30.3 

33 

100.0 

〇市総数：男性 117,585 人、女性 134,828 人（令和 4年 3 月末現在。住民基本台帳による。） 

〇発送数：男性 1,230 人、女性 1,270 人／回収率：男性 32.76%、女性 42.68% 

〇回答総数 978 人のうち、女性が 55.42%を占めており、女性の回答率が男性より高くなってい

ます。 

男女別 

 N % 

男性 403 41.2 

女性 542 55.4 

不明 33 3.4 

合計 978 100.0 

 

年齢別 

 N % 

20 歳代以下 69 7.1 

30歳代 101 10.3 

40歳代 158 16.2 

50歳代 177 18.1 

60歳代 256 26.2 

70歳以上 202 20.7 

不明 15 1.5 

合計 978 100.0 

 

男性

41.2%

女性

55.4%

不明

3.4%

男女別構成比

20歳代以下

7.1%30歳代

10.3%

40歳代

16.2%

50歳代

18.1%

60歳代

26.2%

70歳代

以上

20.7%

不明

1.5%
年齢別構成比

－ 学生確保（資料） － 27 －
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令和 4 年 6月 下関市市民実感調査 結果報告書 

 ２．居住地域／年齢  

 

居住地域別 

地域 
人口 

① 

発送数 

② 

抽出 

係数 

②／① 

郵便返 

戻件数 

③ 

有効調 

査対象

④＝②－③ 

回答数 

⑤ 

構成 

比率 

有効 

回答率 

⑤／④ 

回収率 

⑤／② 

本庁管内 61,636 650 1.05% 0 650 291 29.75% 44.77% 44.77% 

彦島地域 23,612 241 1.02% 0 241 101 10.33% 41.91% 41.91% 

山陰地域 77,911 803 1.03% 0 803 271 27.71% 33.75% 33.75% 

山陽地域 53,198 502 0.94% 0 502 175 17.89% 34.86% 34.86% 

菊川地域 7,355 68 0.92% 0 68 18 1.84% 26.47% 26.47% 

豊田地域 4,671 38 0.81% 0 38 21 2.15% 55.26% 55.26% 

豊浦地域 16,064 134 0.83% 0 134 52 5.32% 38.81% 38.81% 

豊北地域 7,966 64 0.80% 0 64 26 2.66% 40.63% 40.63% 

不明 － － － 0 － 23 2.35% － － 

合計 252,413 2,500 0.99% 0 2,500 978 100.00% 39.12% 39.12% 

※人口は、令和 4年 3 月末現在。住民基本台帳による。 

※回答数には、属性欄の回答に記入がないものを含みます。 

 

〇有効回答率が最も高いのは「豊田地域」（55.26%）であり、最も低いのは「菊川地域」 

（26.47%）となっています。 

 

年齢別 

年齢 総数 発送数 
抽出 

係数 

回答者数 

（人） 

年齢別 

構成比 
回収率 

20歳代以下 24,668 368 1.49% 69 7.06% 18.75% 

30歳代 22,932 329 1.43% 101 10.33% 30.70% 

40歳代 31,991 460 1.44% 158 16.16% 34.35% 

50歳代 31,715 459 1.45% 177 18.10% 38.56% 

60歳代 33,977 495 1.46% 256 26.18% 51.72% 

70歳以上 28,165 389 1.38% 202 20.65% 51.93% 

不明 － － － 15 1.53% － 

合計 173,448 2,500 1.44% 978 100.00% 39.12% 

 

〇「70歳以上」の回収率が最も高く、約 51.93%の人から回収しています。「60歳代」以下は、 

年代が下がるほど回収率が低くなっています。 

 

－ 学生確保（資料） － 28 －
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令和 4 年 6月 下関市市民実感調査 結果報告書 

居住地域別・年齢別 

 

〇回答者の地域別年齢別構成比を見ると、全地域において「60 歳代」及び「70 歳以上」が 

約 4割を超えており、特に「菊川地域」、「豊田地域」では 6 割を超え、「豊北地域」、 

「彦島地域」、「豊浦地域」、「山陽地域」では 5割を超えています。 

〇「20歳代以下」の構成比は、「豊北地域」以外の地域で 10%未満となっています。 

 

 ３．職業  

 

職業別 

 N % 

農林水産業 18 1.8% 

自営業 58 5.9% 

会社員 302 30.9% 

公務員 47 4.8% 

団体職員 13 1.3% 

パート・アルバイト・派遣社員 187 19.1% 

専業主婦・主夫 126 12.9% 

学生 18 1.8% 

無職 170 17.4% 

不明 39 4.0% 

合計 978 100.0% 

 

〇「会社員」（302 人）が最多で、続いて、「パート・アルバイト・派遣社員」（187 人）、 

「無職」（170 人）、などとなっています。 

7.1%

13.0%
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0.0%

6.3%

7.0%

5.9%

7.6%

10.3%

4.3%

0.0%

3.8%

4.8%

11.1%

10.9%

12.2%

8.9%

11.7%

16.2%

8.7%

7.7%

19.2%

9.5%

5.6%

15.4%

17.7%

15.8%

17.2%

18.1%

21.7%

15.4%

17.3%

19.0%

11.1%

14.3%

23.2%

14.9%

17.2%

26.2%

4.3%

30.8%

34.6%

23.8%

50.0%

30.3%

20.7%

22.8%

28.5%

20.7%

8.7%

26.9%

19.2%

38.1%

16.7%

22.9%

18.5%

31.7%

17.2%

1.5%

39.1%

3.8%

0.0%

0.0%

5.6%

0.0%

0.7%

0.0%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計（N＝978）

不明（N＝23）

豊北地域（N＝26）

豊浦地域（N＝52）

豊田地域（N＝21）

菊川地域（N＝18）

山陽地域（N＝175）

山陰地域（N＝271）

彦島地域（N＝101）

本庁管内（N＝291）

20歳代以下 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 不明

1.8 

5.9 
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 ４．居住の経緯  

居住地域別・居住の経緯別 

 

下関市に住むようになった経緯 

 N % 

生まれてからずっと下関市に住んでいる 577 59.0% 

山口県内の他市町から下関市に引っ越してきた 132 13.5% 

山口県外から下関市に引っ越してきた 245 25.1% 

日本国外から下関市に引っ越してきた 1 0.1% 

不明 23 2.4% 

合計 978 100.0% 

 

 

 

59.0%

30.4%

50.0%

69.2%

57.1%

77.8%

60.6%

63.8%

60.4%

53.3%

13.5%

8.7%

15.4%

13.5%

23.8%

5.6%

16.0%

15.9%

12.9%

10.0%

25.1%

26.1%

30.8%

11.5%

14.3%

16.7%

22.9%

19.6%

25.7%

34.4%

0.1%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.6%

0.0%

0.0%

0.0%

2.4%

34.8%

3.8%

5.8%

4.8%

0.0%

0.0%

0.7%

1.0%

2.4%
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不明（N＝23）

豊北地域（N＝26）

豊浦地域（N＝52）

豊田地域（N＝21）

菊川地域（N＝18）

山陽地域（N＝175）

山陰地域（N＝271）

彦島地域（N＝101）

本庁管内（N＝291）

生まれてからずっと下関市に住んでいる
山口県内の他市町から下関市に引っ越してきた
山口県外から下関市に引っ越してきた
日本国外から下関市に引っ越してきた
不明
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－ 学生確保（資料） － 30 －
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山口県外から下関市に引っ越す前の都道府県 

 N %  N %  N % 

北海道 2 0.8 京都府 2 0.8 福岡県 75 30.5 

栃木県 1 0.4 大阪府 11 4.5 佐賀県 5 2.0 

群馬県 2 0.8 兵庫県 6 2.4 長崎県 9 3.7 

埼玉県 5 2.0 奈良県 3 1.2 熊本県 6 2.4 

千葉県 4 1.6 和歌山県 1 0.4 大分県 3 1.2 

東京都 14 5.7 鳥取県 1 0.4 鹿児島県 3 1.2 

神奈川県 10 4.1 島根県 8 3.3 沖縄県 1 0.4 

石川県 1 0.4 岡山県 9 3.7 国外 1 0.4 

静岡県 2 0.8 広島県 30 12.2 不明 23 9.3 

愛知県 1 0.4 香川県 1 0.4 合計 246 100.0 

三重県 2 0.8 愛媛県 4 1.6    

※該当者のいない県は記載を省略しています。 

 

 ５．居住年数  

 

下関市での居住年数 

 N % 

5 年未満 53 5.4 

5～9 年前 31 3.2 

10～19 年前 75 7.7 

20年以上前 791 80.9 

不明 28 2.9 

合計 978 100.0 

 

 

 

〇20 年以上前から下関市に居住している人が最も多く（791 人）、その割合は 8割を超えていま

す。 

 

 

 

 

 

5.4 3.2 
7.7 

80.9 

2.9 
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40.0

50.0

60.0

70.0

80.0
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％

－ 学生確保（資料） － 31 －
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 ６．居住継続の意思  

 

これからも下関市に住み続けたいか 

 N % 

住み続ける 552 56.4 

できれば住み続けたい 293 30.0 

できれば転出したい 78 8.0 

転出する予定である 28 2.9 

不明 27 2.8 

合計 978 100.0 

 

住み続けたい理由、もしくは転出したい（する）理由〔複数回答〕 

 

全サンプル 

継続居住意向別 

住み続ける、でき

れば住み続けたい 

できれば転出したい、 

転出する予定である 

N % N % N % 

まちへの愛着・自信・誇り・土地柄 373 38.1 353 41.8 12 11.3 

都市の魅力・センス・イメージ 76 7.8 34 4.0 42 39.6 

家業、親の介護などの家庭の事情 226 23.1 209 24.7 13 12.3 

働く場所（仕事） 274 28.0 237 28.0 33 31.1 

通勤・通学などの交通の便 159 16.3 133 15.7 26 24.5 

物価の水準などの暮らしやすさ 156 16.0 139 16.4 15 14.2 

物価などの住宅条件 60 6.1 54 6.4 4 3.8 

教育環境 34 3.5 20 2.4 14 13.2 

福祉（保育、子育て支援など） 36 3.7 24 2.8 11 10.4 

福祉（高齢者・障害者サービス） 51 5.2 40 4.7 10 9.4 

都市基盤（施設の充実） 50 5.1 20 2.4 29 27.4 

安全・安心（保健・医療） 124 12.7 115 13.6 7 6.6 

安全・安心（犯罪、災害） 278 28.4 261 30.9 13 12.3 

自然や食の豊かさ 303 31.0 291 34.4 8 7.5 

その他 58 5.9 44 5.2 13 12.3 

不明 53 5.4 34 4.0 8 7.5 

合計 978 236.3 845 237.6 106 243.4 

〇「住み続ける」又は「できれば住み続けたい」と答えた人の理由は、「まちへの愛着・自信・ 

誇り・土地柄」、「自然や豊かさ」、「安全・安心（犯罪・災害）が多くなっています。 

〇一方、「できれば転出したい」又は「転出する予定である」と答えた人の理由は、「都市の魅

力・センス・イメージ」、「働く場所（仕事）」、「都市基盤（施設の充実）」が多くなっています。 
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％

－ 学生確保（資料） － 32 －
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「その他」の記述内容 

【住み続ける、できれば住み続けたい】 

 家庭の事情、親類縁者がいるため、地元だから、行くところがない、持ち家がある、 

友人知人が多い、人が優しい、慣れているから、転居のエネルギーがない、 

子どもの教育環境を変えたくない、気候の温暖なところ、外に出るのが面倒だから、 

高齢なので今後面倒を見てくれる子どもがいるから、街並みの美しさ 

【できれば転出したい、転出する予定である】 

 定期的に転勤があるため、家賃が高い、家族が住んでいる場所へ帰りたい、 

市役所は市の中心部のことしか考えていない 

 

年齢別・居住継続の意思別 

 

〇「住み続ける」と回答した割合は、「20歳代以下」では 34.8%であるのに対し、「70歳以上」 

では 70.8%と年代が上がるほど高くなっています。「できれば転出したい」「転出する予定で 

ある」と回答した割合は「30 歳代」「20 歳代以下」「40 歳代」で相対的に高くなっています。 

56.4%

13.3%

70.8%

62.1%

57.1%

50.0%

43.6%

34.8%

30.0%

20.0%

21.3%

28.1%

31.6%

34.2%

33.7%

44.9%

8.0%

20.0%

4.0%

5.9%

7.3%

10.1%

15.8%

10.1%

2.9%

0.0%

1.0%

2.0%

1.1%

3.2%

6.9%

10.1%

2.8%

46.7%

3.0%

2.0%

2.8%

2.5%

0.0%

0.0%

合計（N＝978）

不明（N＝15）

70歳以上（N＝202）

60歳代（N＝256）

50歳代（N＝177）

40歳代（N＝158）

30歳代（N＝101）

20歳代以下（N＝69）

住み続ける できれば住み続けたい できれば転出したい 転出する予定である 不明

－ 学生確保（資料） － 33 －
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居住地別・居住継続の意思別 

 

〇「住み続ける」「できれば住み続けたい」と回答した割合が「菊川地域」（72.3%）と 

「豊北地域」（76.9%）以外は 80%を超えています。 

 
〇「山口県外から下関市に引っ越してきた人では、「できれば転出したい」「転出する予定で 

ある」と回答した割合が 19.6%と相対的に少し高くなっています。 

〇「生まれてからずっと下関市に住んでいる」「山口県内の他市町から下関市に引っ越して 

きた」人では、それぞれ 90.1%、90.2%が「住み続ける」「できれば住み続けたい」と回答 

しており、定住意識が高いと言えます。 

56.4%

30.4%

57.7%

61.5%

57.1%

55.6%

66.3%

53.5%

62.4%

52.2%

30.0%

21.7%

19.2%

30.8%

23.8%

16.7%

23.4%

36.2%

24.8%

32.6%

8.0%

13.0%

15.4%

5.8%

9.5%

16.7%

6.3%

5.2%

6.9%

10.7%

2.9%

0.0%

3.8%

0.0%

4.8%

5.6%

2.9%

2.6%

4.0%

3.1%

2.8%

34.8%

3.8%

1.9%

4.8%

5.6%

1.1%

2.6%

2.0%

1.4%

合計（N＝978）

不明（N＝23）

豊北地域（N＝26）

豊浦地域（N＝52）

豊田地域（N＝21）

菊川地域（N＝18）

山陽地域（N＝175）

山陰地域（N＝271）

彦島地域（N＝101）

本庁管内（N＝291）

住み続ける できれば住み続けたい できれば転出したい 転出する予定である 不明
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100.0%

41.6%

52.3%
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0.0%
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日本国外からの転入（N＝1）
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生まれてからずっと下関市（N＝577）

住み続ける できれば住み続けたい できれば転出したい 転出する予定である 不明

－ 学生確保（資料） － 34 －
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 ７．住み心地  

 

下関市の住み心地 

 N % 

住みよい 229 23.4 

まあ住みよい 533 54.5 

どちらとも言えない 110 11.2 

どちらかと言えば住みにくい 50 5.1 

住みにくい 27 2.8 

わからない 14 1.4 

不明 15 1.5 

合計 978 100.0 

 

 

 

 

 

 

〇「住みよい」又は「まあ住みよい」との回答が多く、合計すると 77.9%となっています。 

〇一方、「どちらかと言えば住みにくい」又は「住みにくい」との回答は少なく、合計しても 

7.9%と 1 割に満たない結果となっています。 
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－ 学生確保（資料） － 35 －
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Ⅳ 調査結果 

 

 １．住み心地のスコア化  

ここで、「住みよい」との回答を＋10、「まあ住みよい」との回答を＋5、「どちらとも言

えない」との回答を０、「どちらかと言えば住みにくい」との回答を－5、「住みにくい」

との回答を－10として集計（「分からない」「不明」は集計から除外）し、その平均値でス

コア化すると、下関市の住み心地スコアは＋4.67となっています。 

 

肯定回答（「住みよい」もしくは「まあ住みよい」）の割合（％） 77.9 

スコア値（「住みよい」＋10、「まあ住みよい」＋5、「どちらとも言え

ない」0、「どちらかと言えば住みにくい」－5、「住みにくい」－10 と

した平均値。「分からない」「不明」は除外して集計） 

4.67 

 

回答者の属性ごとの「住み心地」スコア 

 

5.58

3.99

男性 4.45 4.18

女性 4.91 4.70

本庁管内 4.80 4.72

彦島地域 4.65 5.15

山陰地域 5.24 5.14

山陽地域 4.86 4.12

菊川地域 2.78 3.87

豊田地域 1.50 10.00

豊浦地域 3.80 4.13

豊北地域 2.71 3.71

農林水産業 3.89 3.11

自営業 4.15 4.90

会社員 4.83 6.50

公務員 5.11 0.00

団体職員 4.23 ▲ 6.75

パート・アルバイト・

派遣社員
4.29 5.81

専業主婦・専業主夫 4.59 4.50

学生 6.11 ▲ 2.21

無職 5.06 2.32

全体 4.67
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－ 学生確保（資料） － 36 －
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 ２．各設問の集計結果  

このたびの調査の集計結果は、以下のとおりです。 

問１ 

 

 

 

 

 

 

 

N ％

276 8.1%

264 7.7%

120 3.5%

204 6.0%

315 9.2%

93 2.7%

48 1.4%

37 1.1%

69 2.0%

263 7.7%

72 2.1%

131 3.8%

205 6.0%

302 8.8%

211 6.2%

108 3.2%

125 3.7%

244 7.1%

3密対策や新たな商品と連動した誘導型の商品券・旅行券の発行 216 6.3%

地域牽引企業群の形成・事業再生等を通じた事業構造改革の徹底推進 111 3.3%

978 100.0%合計

オンライン診療・オンライン服薬指導を行うための支援

サンプル

3密対策を実施したより快適な空間の創造

発熱外来ネットワークを整えるためのハード・ソフト両面からの投資

キャッシュレス決済の普及推進及びデータの利活用

行政手続の徹底したオンライン化・電子処理化、ネット発信の強化

新型コロナ感染症等に対応した新たな災害対応スタイルの構築

地域の再エネ/分散型電源の活用による脱炭素化と強靱化

大胆な規制改革を伴う「コロナ対応型スーパーシティ」の前倒し実現

RESASで地域経済を「見える化」、データに基づく施策立案を促進

GIGAスクール構想の更なる加速・強化等による新たな時代に相応しい教育の実現

「新しい旅行スタイル」実現のため、宿泊、飲食、運送等のトータルな環境整備や

新たなビジネス展開の促進

新技術を活用した地域内物流の効率化など物流基盤の整備

MaaSなどを取り込んだ新たな地域交通体系の整備

地域の文化芸術・スポーツ・コンテンツビジネス等の創造発信

都市と両方の良さを生かして働く・楽しむスタイルの開拓

ひとり親家庭、単身高齢者等への新しいつながりを創出

強い農林水産業及び食料産業の実現に向けた新たな投資促進・労働力確保

地域商社確保、観光地域づくり法人（DMO)、ローカルベンチャー等を通じ、ソー

シャルデザインの力も生かした、地域経済力の強化

－ 学生確保（資料） － 37 －
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グラフ標記略称 感じる 感じない どちらとも言えない 不明 合計
N 274 382 296 26 978
％ 28.0 39.1 30.3 2.7 100.0

グラフ標記略称 感じる 感じない どちらとも言えない 不明 合計
N 97 549 304 28 978
％ 9.9 56.1 31.1 2.9 100.0

グラフ標記略称 感じる 感じない どちらとも言えない 不明 合計
N 191 471 285 31 978
％ 19.5 48.2 29.1 3.2 100.0

グラフ標記略称 感じる 感じない どちらとも言えない 不明 合計
N 69 540 345 24 978

％ 7.1 55.2 35.3 2.5 100.0

グラフ標記略称 思う 思わない どちらとも言えない 不明 合計
N 219 354 387 18 978

％ 22.4 36.2 39.6 1.8 100.0

グラフ標記略称 感じる 感じない どちらとも言えない 不明 合計
N 94 487 375 22 978
％ 9.6 49.8 38.3 2.2 100.0

グラフ標記略称 感じる 感じない どちらとも言えない 不明 合計
N 226 303 431 18 978
％ 23.1 31.0 44.1 1.8 100.0

グラフ標記略称 感じる 感じない どちらとも言えない 不明 合計
N 123 362 471 22 978

％ 12.6 37.0 48.2 2.2 100.0

グラフ標記略称 感じる 感じない どちらとも言えない 不明 合計
N 336 292 336 14 978
％ 34.4 29.9 34.4 1.4 100.0

グラフ標記略称 感じる 感じない どちらとも言えない 不明 合計
N 106 373 474 25 978

％ 10.8 38.1 48.5 2.6 100.0

グラフ標記略称 思う 思わない どちらとも言えない 不明 合計
N 97 364 487 30 978

％ 9.9 37.2 49.8 3.1 100.0

グラフ標記略称 思う 思わない どちらとも言えない 不明 合計
N 168 307 484 19 978
％ 17.2 31.4 49.5 1.9 100.0

グラフ標記略称 もっている もっていない どちらとも言えない 不明 合計
N 561 167 221 29 978

％ 57.4 17.1 22.6 3.0 100.0

グラフ標記略称 感じる 感じない どちらとも言えない 不明 合計
N 308 258 380 32 978

％ 31.5 26.4 38.9 3.3 100.0

グラフ標記略称 感じる 感じない どちらとも言えない 不明 合計
N 568 125 262 23 978
％ 58.1 12.8 26.8 2.4 100.0

問2 観光地の認知度は高まっていると感じますか
観光情報

問3
文化・芸術活動に関して、市民がかかわる創作活動、

行事への参加、鑑賞等の機会があると感じますか 文化活動機会

農林水産

問4
あるかぽーとの開発やクルーズ客船受入など、みなと

のにぎわいが創出されていると感じますか

安心して、子供を産み、育てることができるまちであ

ると感じますか 安心居住

問7 市内で雇用の機会が確保されていると感じますか
雇用機会

問8

観光情報

問5

国際理解に対する市民意識が醸造され、外国人が訪れ

やすく、住みやすい環境づくりが進められていると感

じますか
外国人環境

問6

新たな農業・漁業の担い手の確保・育成や農林水産物

のブランド化などの取組を推進していますが、農林水

産業の振興に期待できると思いますか

問10
図書館や公民館、博物館などが充実し、いつでも、ど

こでも、だれでも学習する機会があると感じますか 生涯生活

問9

保護者が自信と責任をもって子供を育て、地域の誰も

が教育に参加でき、学校と家庭と地域住民が互いにか

かわりあう社会になっていると感じますか
地域教育

問11

子どもたち一人ひとりに「生き抜く力」が養われてい

ると感じますか。※「生き抜く力」とは、基礎的な知

識・技能を習得し、自ら考え、判断し、表現すること

のできる力や思いやる心、たくましく生きるための健

やかな体を、バランスよく身につけることです

生き抜く力

問12

下関市立大学は地元の公立大学として、市民公開講座

の開催や学生の地元企業への就職、産学官連携などを

通じて、地域に貢献していると思いますか
下関市大

問13
日常生活の中で「人権」を大切にし、尊重しあう習慣

が根付いていると思いますか 人権尊重

問16 あなたは、現住居に安心して住めると感じますか
安心居住

問14

「男は仕事」「女は家庭」、「男性は主要な業務」

「女性は補助的業務」など性別を理由として、役割を

固定的に分けることにとらわれない考え方をもってい

ますか

男女平等観念

問15

限られた資源が大切にされていると感じますか。※下

関市では、ごみの減量化の取組として4Rを推進してい

ます。4Rとは、Reduce（リデュース/減らす）、

Reuse（リユース/再利用する）、Recycle（リサイク

ル/再生利用する）の3Rに、下関市独自の取り組み

Refusu（リフューズ/断る）を加えたものです。

ごみの減量化

－ 学生確保（資料） － 38 －
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 ３．調査結果のスコア化  

ここで、調査結果のうち「感じる」、「思う」といった肯定的な回答を＋10、「感じない」、「思

わない」といった否定的な回答を－10、「どちらとも言えない」との回答を 0 として集計（「分か

らない」「不明」は集計から除外）し、その平均値でスコア化すると、以下の結果になっていま

す。 

※問 24のみ、「概ね実感」との回答を＋5、「あまり実感していない」との回答を－5 として集計 

グラフ標記略称 感じない 合計
N 300 978
％ 30.7 100.0

グラフ標記略称 感じない 合計
N 493 978

％ 50.4 100.0

グラフ標記略称 感じない 合計
N 173 978

％ 17.7 100.0

グラフ標記略称 思わない 合計
N 81 978

％ 8.3 100.0

グラフ標記略称 思わない 合計
N 66 978

％ 6.7 100.0

グラフ標記略称 思わない 合計
N 225 978
％ 23.0 100.0

グラフ標記略称 思わない 合計
N 252 978
％ 25.8 100.0

グラフ標記略称 実感している 概ね実感 どちらとも言えない あまり実感していない 実感しない 合計
N 196 418 150 150 46 978
％ 20.0 42.7 15.3 15.3 4.7 100.0

グラフ標記略称 ない 合計
N 145 978
％ 14.8 100.0

グラフ標記略称 感じない 合計
N 243 978
％ 24.8 100.0

グラフ標記略称 思わない 合計
N 268 978

％ 27.4 100.0

グラフ標記略称 感じない 合計
N 289 978

％ 29.6 100.0

グラフ標記略称 感じない 合計
N 326 978
％ 33.3 100.0

グラフ標記略称 感じない 合計
N 376 978

％ 38.4 100.0

グラフ標記略称 感じない 合計
N 80 978

％ 8.2 100.0

問17
下関らしい豊かで潤いのある景観づくりが推進

されていると感じますか 景観

問18

地域に応じた都市機能が充実しまちの賑わいや

魅力があるた感じていますか。※都市機能：居

住・商業・工業・公共公益機能など、都市的

サービスを提供する機能。

都市機能

問21

飲食店での食事、食品・生活用品、理・美容院

や公衆浴場など、生活に必要な物や場所は、衛

生的で安心して利用することができると思いま

すか

生活衛生基盤

10.6

感じる
513

52.5

思う

感じる
225
23.0

感じる
104

不明
25
2.6
不明

問22
高齢者が、住み慣れた地域で生きがいをもって

安心して生活を送っていると思いますか 高齢者生活

問19

バイパス工事や改良工事など道路の整備が進

み、安全・便利で快適な道路機能が構築されて

いると感じますか
道路整備

問20

上下水道は、市民にとって安全で、いつでも安

心な生活を営むために、寄与していると思いま

すか
上下水道

問25
日常の暮らしの中で、相談できる人や場所があ

りますか 暮らし相談

問26
地域福祉を担う組織や団体の取組みは充実し、

安心して生活が送れると感じますか 地域福祉

問23
障害のある人が、住み慣れた地域で生きがいを

もって安心して生活を送っていると思いますか 障害者生活

問24 あなたは、健康であると実感していますか
健康実感

問29
自治会活動や地域活動などを通じて、地域での

支え合いを感じますか 自治会活動

問30

人のつながりを大切にし、地域の力が活きる

「住民自治によるまちづくり」（まちづくり協

議会）の取組みが進んできたと感じますか
住民自治

問27

市報やホームページなどの広報媒体によって、

行政の情報が分かりやすく市民に伝わっている

と思いますか
行政情報

問28

行政の電子化が進み、ホームページから行政情

報を収集したり、公共施設の予約ができたりす

るなど、行政サービスが快適で、便利になった

と感じますか

行政電子化

11.7

ある

思う
249
25.5
思う
114

678

69.3

思う
592

60.5

32

147

15.0

感じる
656

24.1

感じる
216
22.1

感じる

思う
321

32.8

感じる
236

622
63.6

感じる
162
16.6

24

2.5

不明
23

30.4

35.7

どちらとも言えない

269

27.5

どちらとも言えない

2.4

3.3

不明
23

2.4

不明

どちらとも言えない

428
43.8

どちらとも言えない

349

195

19.9

どちらとも言えない

297

2.6

不明
21
2.1
不明

1.8
不明

不明
20
2.0
不明
30
3.1
不明
18

不明
19

1.9

不明
25

21
2.1
不明
28
2.9

190
19.4

どちらとも言えない

545
55.7

59.5

どちらとも言えない

どちらとも言えない

484
49.5

どちらとも言えない

582

43.8

どちらとも言えない

415
42.4

どちらとも言えない

どちらとも言えない

370

37.8

どちらとも言えない

428

426

43.6

どちらとも言えない

218

22.3 2.567.1

問31

まちづくり協議会への支援や地域づくりの人材

育成などをはじめとする、地域のまちづくりを

推進することは重要だと感じますか
町づくり重要性

29

3.0

不明
24
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問2 問3 問4 問5 問6 問7 問8 問9 問10 問11 問12 問13 問14 問15

▲ 1.13 ▲ 4.76 ▲ 2.96 ▲ 4.94 ▲ 1.41 ▲ 4.11 ▲ 0.80 ▲ 2.50 0.46 ▲ 2.80 ▲ 2.82 ▲ 1.45 4.15 0.53

▲ 1.11 ▲ 5.13 ▲ 3.18 ▲ 5.14 ▲ 2.24 ▲ 3.89 ▲ 1.95 ▲ 2.88 0.28 ▲ 2.86 ▲ 3.22 ▲ 1.70 3.83 0.31

▲ 1.10 ▲ 4.40 ▲ 2.69 ▲ 4.74 ▲ 0.71 ▲ 4.27 0.28 ▲ 2.12 0.69 ▲ 2.71 ▲ 2.43 ▲ 1.20 4.56 0.79

▲ 0.73 ▲ 4.45 ▲ 2.82 ▲ 4.59 ▲ 1.37 ▲ 4.61 ▲ 0.74 ▲ 2.31 1.01 ▲ 2.98 ▲ 2.91 ▲ 1.20 4.43 0.71

▲ 1.77 ▲ 5.42 ▲ 2.50 ▲ 6.20 ▲ 2.08 ▲ 4.26 ▲ 0.89 ▲ 2.77 0.79 ▲ 3.80 ▲ 3.30 ▲ 0.80 3.74 0.10

▲ 1.34 ▲ 4.87 ▲ 2.97 ▲ 5.26 ▲ 0.93 ▲ 3.38 ▲ 0.19 ▲ 1.94 0.67 ▲ 2.47 ▲ 2.36 ▲ 1.16 4.05 0.71

▲ 1.01 ▲ 4.41 ▲ 2.72 ▲ 4.60 ▲ 0.63 ▲ 3.76 ▲ 0.17 ▲ 2.60 0.81 ▲ 2.50 ▲ 3.20 ▲ 2.07 4.44 0.64

▲ 2.78 ▲ 6.67 ▲ 5.56 ▲ 4.12 ▲ 5.88 ▲ 4.12 ▲ 2.94 ▲ 2.35 ▲ 1.76 ▲ 4.71 ▲ 4.12 ▲ 4.71 2.50 ▲ 3.13

▲ 3.50 ▲ 3.50 ▲ 1.50 ▲ 4.74 ▲ 6.50 ▲ 6.00 ▲ 4.00 ▲ 4.50 ▲ 1.00 ▲ 5.00 ▲ 2.50 ▲ 3.00 2.86 0.50

▲ 0.40 ▲ 4.20 ▲ 3.60 ▲ 4.40 ▲ 0.59 ▲ 4.04 ▲ 1.92 ▲ 3.73 ▲ 2.31 ▲ 2.50 ▲ 2.55 ▲ 2.31 5.71 0.80

▲ 0.40 ▲ 7.20 ▲ 5.60 ▲ 4.80 ▲ 2.00 ▲ 7.50 ▲ 4.80 ▲ 4.00 ▲ 3.60 ▲ 0.83 ▲ 2.08 ▲ 0.40 3.20 2.08

▲ 2.50 ▲ 6.25 ▲ 7.50 ▲ 7.65 ▲ 4.44 ▲ 4.44 ▲ 2.94 ▲ 0.59 0.59 ▲ 4.12 ▲ 2.94 ▲ 1.76 2.94 ▲ 1.25

▲ 2.14 ▲ 5.44 ▲ 4.11 ▲ 6.18 ▲ 1.48 ▲ 5.89 ▲ 1.58 ▲ 4.21 ▲ 0.70 ▲ 3.68 ▲ 3.93 ▲ 1.79 4.36 ▲ 0.36

▲ 1.40 ▲ 5.18 ▲ 2.39 ▲ 4.87 ▲ 1.31 ▲ 3.41 ▲ 1.04 ▲ 2.37 1.27 ▲ 2.46 ▲ 3.05 ▲ 1.31 5.27 ▲ 0.27

1.70 ▲ 3.40 ▲ 3.70 ▲ 5.11 0.21 ▲ 2.77 ▲ 0.85 ▲ 2.55 ▲ 0.43 ▲ 4.04 ▲ 2.55 ▲ 2.13 4.89 1.28

▲ 1.54 ▲ 6.92 ▲ 1.54 ▲ 5.38 ▲ 6.15 ▲ 6.15 ▲ 3.08 ▲ 4.62 ▲ 3.08 ▲ 3.08 ▲ 1.54 ▲ 0.77 5.38 0.77

▲ 1.01 ▲ 4.83 ▲ 2.02 ▲ 4.22 ▲ 1.24 ▲ 4.54 ▲ 0.70 ▲ 2.05 0.54 ▲ 2.03 ▲ 2.25 ▲ 2.54 3.31 0.44

▲ 1.71 ▲ 4.27 ▲ 2.98 ▲ 5.41 ▲ 1.12 ▲ 4.80 0.50 ▲ 3.31 0.65 ▲ 2.70 ▲ 2.87 ▲ 0.98 3.68 1.52

3.53 ▲ 2.35 1.18 0.00 1.18 1.76 2.35 0.59 4.71 ▲ 1.18 0.00 4.12 3.89 5.00

▲ 1.20 ▲ 4.21 ▲ 4.18 ▲ 5.21 ▲ 1.75 ▲ 4.36 ▲ 0.66 ▲ 2.09 ▲ 0.42 ▲ 3.27 ▲ 2.82 ▲ 1.08 3.35 1.24

0.29 ▲ 4.71 ▲ 1.34 ▲ 2.39 ▲ 0.59 ▲ 0.75 1.47 ▲ 0.15 2.21 ▲ 2.21 ▲ 2.27 1.62 6.09 1.91

▲ 2.30 ▲ 4.85 ▲ 1.20 ▲ 3.20 ▲ 1.10 ▲ 2.73 ▲ 1.40 ▲ 2.70 1.19 ▲ 2.83 ▲ 2.42 ▲ 1.20 4.34 1.01

▲ 0.53 ▲ 4.21 ▲ 2.50 ▲ 4.14 ▲ 0.90 ▲ 3.38 ▲ 0.32 ▲ 1.40 0.96 ▲ 1.60 ▲ 2.44 ▲ 0.89 4.81 ▲ 0.45

0.63 ▲ 4.60 ▲ 3.26 ▲ 5.20 ▲ 1.26 ▲ 4.54 ▲ 0.28 ▲ 2.50 1.14 ▲ 2.36 ▲ 2.20 ▲ 2.08 4.24 0.70

▲ 1.47 ▲ 4.80 ▲ 3.20 ▲ 5.69 ▲ 1.43 ▲ 5.18 ▲ 1.44 ▲ 3.58 ▲ 0.24 ▲ 3.52 ▲ 3.56 ▲ 1.51 4.22 0.12

▲ 2.62 ▲ 5.23 ▲ 4.15 ▲ 6.28 ▲ 2.12 ▲ 4.80 ▲ 1.12 ▲ 2.59 ▲ 0.51 ▲ 3.49 ▲ 3.03 ▲ 2.28 2.75 1.13

▲ 0.68 ▲ 4.86 ▲ 2.59 ▲ 4.81 ▲ 1.29 ▲ 4.15 ▲ 0.85 ▲ 2.44 0.74 ▲ 2.79 ▲ 3.01 ▲ 1.44 4.17 0.38

▲ 1.55 ▲ 4.45 ▲ 2.48 ▲ 4.73 ▲ 2.15 ▲ 4.00 ▲ 1.01 ▲ 2.73 0.00 ▲ 3.05 ▲ 3.05 ▲ 2.25 3.65 1.02

▲ 2.13 ▲ 4.75 ▲ 4.03 ▲ 5.38 ▲ 1.32 ▲ 4.12 ▲ 0.54 ▲ 2.41 0.08 ▲ 2.92 ▲ 2.34 ▲ 1.16 4.46 0.66

0.00 ▲ 10.00 ▲ 10.00 0.00 0.00 10.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 10.00 ▲ 10.00 ▲ 10.00

0.59 ▲ 3.85 ▲ 0.58 ▲ 3.02 ▲ 0.19 ▲ 2.12 1.70 0.00 2.26 ▲ 1.70 ▲ 2.12 0.57 6.54 5.09

0.32 ▲ 2.90 ▲ 2.26 ▲ 3.45 0.33 ▲ 3.00 1.67 0.33 2.67 ▲ 2.41 0.67 0.33 5.48 1.29

▲ 2.33 ▲ 3.29 ▲ 4.11 ▲ 4.19 ▲ 1.35 ▲ 3.65 ▲ 1.22 ▲ 2.43 1.08 ▲ 1.92 ▲ 2.05 ▲ 1.22 3.20 ▲ 0.67

▲ 1.19 ▲ 5.08 ▲ 2.99 ▲ 5.17 ▲ 1.52 ▲ 4.36 ▲ 0.94 ▲ 2.76 0.20 ▲ 2.98 ▲ 3.06 ▲ 1.63 4.00 0.29

▲ 0.53 ▲ 4.55 ▲ 2.45 ▲ 4.70 ▲ 0.71 ▲ 3.61 0.41 ▲ 1.81 1.29 ▲ 2.51 ▲ 2.51 ▲ 1.00 4.75 1.10

▲ 3.24 ▲ 5.24 ▲ 4.29 ▲ 5.23 ▲ 4.00 ▲ 5.36 ▲ 4.91 ▲ 4.86 ▲ 3.12 ▲ 4.13 ▲ 3.67 ▲ 2.39 1.79 ▲ 1.73

▲ 4.38 ▲ 6.03 ▲ 5.48 ▲ 6.71 ▲ 4.19 ▲ 6.49 ▲ 5.95 ▲ 5.00 ▲ 2.57 ▲ 4.46 ▲ 4.72 ▲ 3.78 2.40 ▲ 1.33

▲ 0.85 ▲ 4.53 ▲ 2.60 ▲ 4.80 ▲ 1.03 ▲ 3.85 0.04 ▲ 2.02 1.19 ▲ 2.62 ▲ 2.40 ▲ 0.98 4.11 1.00

▲ 0.74 ▲ 4.61 ▲ 2.79 ▲ 4.58 ▲ 1.14 ▲ 3.75 ▲ 1.07 ▲ 2.72 0.07 ▲ 2.75 ▲ 3.11 ▲ 1.76 4.68 0.36

▲ 4.61 ▲ 6.97 ▲ 5.73 ▲ 6.97 ▲ 5.26 ▲ 7.50 ▲ 4.80 ▲ 5.00 ▲ 2.89 ▲ 4.47 ▲ 4.53 ▲ 3.68 4.13 ▲ 1.84

0.36 ▲ 3.57 ▲ 2.14 ▲ 4.07 ▲ 0.37 ▲ 2.86 ▲ 1.07 ▲ 1.79 ▲ 0.36 ▲ 1.43 ▲ 1.79 0.00 3.21 0.71

住

み

心

地

住みよい、まあ住

みよい

どちらとも言えな

い

住みにくい、どち

らかと言えば住み

70歳以上

居

住

経

緯

生まれてからずっと

県内他市町村から

県外から

国外から

年

齢

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

性

別

居

住

地

域

職

業

学生

無職

パート・アルバイ

ト・派遣社員

専業主婦・専業主夫

居

住

年

数

5年未満

5～9年前

10～19年前

20年以上前

継

続

居

住

の

意

思

住み続ける

できれば住み続け

たい

できれば転出した

い
転出する予定であ

る

全体

自営業

会社員

公務員

団体職員

山陽地域

菊川地域

豊田地域

豊浦地域

豊北地域

農林水産業

男性

女性

本庁管内

彦島地域

山陰地域
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問16 問17 問18 問19 問20 問21 問22 問23 問24 問25 問26 問27 問28 問29 問30 問31

4.64 ▲ 0.79 ▲ 4.11 3.56 6.26 5.51 0.25 ▲ 1.46 2.96 4.98 ▲ 0.85 0.55 ▲ 0.56 ▲ 1.15 ▲ 2.41 6.04

5.05 ▲ 1.20 ▲ 3.80 3.39 6.33 5.39 0.53 ▲ 1.57 2.44 3.90 ▲ 0.90 0.05 ▲ 0.79 ▲ 1.04 ▲ 2.44 6.11

4.47 ▲ 0.53 ▲ 4.24 3.76 6.27 5.63 0.04 ▲ 1.26 3.36 5.80 ▲ 0.76 1.07 ▲ 0.15 ▲ 1.16 ▲ 2.34 6.06

4.28 ▲ 1.21 ▲ 4.18 3.92 6.43 5.67 0.14 ▲ 1.63 3.49 4.73 ▲ 0.60 0.25 ▲ 0.60 ▲ 3.04 ▲ 3.55 6.14

4.85 ▲ 1.31 ▲ 4.55 3.94 5.96 5.15 ▲ 0.30 ▲ 2.58 2.70 5.76 ▲ 1.11 ▲ 0.31 ▲ 1.72 ▲ 0.20 ▲ 2.14 5.25

5.41 0.00 ▲ 3.11 4.68 6.27 5.74 0.89 ▲ 0.79 3.21 5.94 ▲ 0.23 1.55 0.04 ▲ 0.48 ▲ 1.98 6.58

5.96 ▲ 0.06 ▲ 4.29 2.50 7.02 6.08 1.05 ▲ 1.25 3.22 4.44 ▲ 1.07 0.87 0.53 0.00 ▲ 1.54 6.41

1.25 ▲ 3.75 ▲ 5.63 2.50 6.25 5.63 ▲ 1.25 ▲ 2.35 0.29 5.29 ▲ 2.35 0.00 ▲ 1.18 ▲ 2.35 ▲ 2.35 3.53

▲ 0.95 ▲ 3.50 ▲ 4.21 ▲ 0.48 6.67 4.00 ▲ 1.50 ▲ 2.50 1.19 3.00 ▲ 1.00 ▲ 1.00 ▲ 3.81 ▲ 0.95 ▲ 1.50 4.29

3.73 ▲ 1.40 ▲ 5.10 1.60 3.92 3.73 ▲ 0.98 ▲ 1.18 1.63 2.94 ▲ 1.73 ▲ 0.38 ▲ 0.60 ▲ 0.77 ▲ 1.18 6.08

1.15 ▲ 3.85 ▲ 7.20 1.54 6.00 4.23 ▲ 1.92 ▲ 3.08 0.77 2.69 ▲ 4.00 ▲ 1.54 ▲ 5.00 2.31 ▲ 4.23 5.77

2.94 ▲ 2.50 ▲ 3.75 1.18 7.65 5.63 0.00 ▲ 2.50 1.94 3.53 ▲ 1.88 0.59 ▲ 1.67 0.00 ▲ 0.59 3.89

4.74 ▲ 0.36 ▲ 5.09 3.64 5.18 4.56 0.00 ▲ 2.11 2.89 4.29 ▲ 0.54 0.18 0.36 ▲ 1.07 ▲ 1.27 6.25

5.22 ▲ 0.60 ▲ 3.56 4.35 6.34 5.93 0.67 ▲ 1.46 4.05 5.32 ▲ 0.94 ▲ 0.50 ▲ 0.98 ▲ 1.52 ▲ 2.82 6.67

6.17 0.43 ▲ 2.61 2.13 7.87 5.32 0.85 ▲ 1.30 4.36 5.74 1.09 1.06 0.85 ▲ 0.85 ▲ 1.49 5.11

6.92 ▲ 3.85 ▲ 6.15 2.31 10.00 6.15 1.54 0.77 4.62 3.08 0.00 2.31 0.77 ▲ 3.85 ▲ 5.38 1.54

3.17 ▲ 0.33 ▲ 4.58 3.35 5.38 5.17 ▲ 0.82 ▲ 1.15 2.60 4.04 ▲ 0.94 0.71 0.16 ▲ 1.52 ▲ 2.50 5.43

4.84 ▲ 1.29 ▲ 4.76 4.24 7.10 5.92 ▲ 0.72 ▲ 1.87 2.64 5.97 ▲ 1.13 1.46 ▲ 0.65 ▲ 0.16 ▲ 1.54 6.99

8.33 6.67 2.22 5.00 7.78 7.78 2.22 0.59 6.11 7.22 2.22 1.11 0.56 ▲ 0.56 ▲ 2.78 7.78

4.18 ▲ 1.96 ▲ 4.51 2.50 6.04 5.06 1.04 ▲ 1.47 0.93 4.64 ▲ 1.17 1.38 ▲ 1.23 ▲ 0.79 ▲ 2.84 5.80

7.10 3.33 0.00 6.23 7.83 7.83 2.61 0.15 6.38 7.83 1.18 0.43 0.88 ▲ 1.16 ▲ 2.09 6.62

4.40 ▲ 0.20 ▲ 3.33 3.64 6.00 6.16 1.90 ▲ 1.21 4.75 6.20 0.61 0.41 0.10 ▲ 2.42 ▲ 3.03 6.10

4.71 ▲ 0.25 ▲ 3.16 4.23 6.09 5.58 1.15 ▲ 0.76 3.20 5.38 ▲ 0.45 0.06 0.00 ▲ 0.63 ▲ 2.09 5.32

4.46 ▲ 0.06 ▲ 3.93 4.40 6.09 6.21 ▲ 0.17 ▲ 1.40 1.72 4.22 ▲ 0.99 0.63 0.29 ▲ 0.92 ▲ 2.03 5.57

4.22 ▲ 1.68 ▲ 5.74 3.19 6.20 4.70 ▲ 1.11 ▲ 2.31 2.72 4.44 ▲ 1.49 0.32 ▲ 0.96 ▲ 1.76 ▲ 3.12 6.35

4.77 ▲ 2.50 ▲ 4.66 1.86 6.34 4.85 0.00 ▲ 1.66 2.17 4.39 ▲ 1.59 1.31 ▲ 1.91 ▲ 0.26 ▲ 1.86 6.58

5.05 ▲ 0.43 ▲ 3.80 4.30 6.50 5.64 0.74 ▲ 1.13 3.15 5.22 ▲ 0.50 0.71 ▲ 0.35 ▲ 0.64 ▲ 1.91 6.27

4.88 ▲ 1.34 ▲ 4.64 2.60 6.61 5.39 ▲ 0.63 ▲ 2.38 2.34 4.45 ▲ 0.88 0.86 ▲ 0.80 ▲ 1.33 ▲ 2.46 5.35

3.68 ▲ 1.33 ▲ 4.46 2.31 5.56 5.31 ▲ 0.50 ▲ 1.81 2.98 4.94 ▲ 1.67 ▲ 0.04 ▲ 0.82 ▲ 2.30 ▲ 3.49 6.03

10.00 10.00 0.00 10.00 10.00 10.00 10.00 0.00 5.00 ▲ 10.00 0.00 ▲ 10.00 0.00 10.00 ▲ 10.00 0.00

6.04 1.89 0.20 3.58 6.42 7.36 3.40 ▲ 0.96 4.81 4.91 1.32 1.32 0.38 ▲ 2.08 ▲ 2.12 5.85

3.87 0.65 ▲ 2.90 2.58 7.74 7.10 1.94 ▲ 1.61 4.00 5.16 0.67 0.33 3.67 0.32 ▲ 2.58 5.48

3.92 ▲ 0.80 ▲ 3.47 2.00 5.33 5.00 0.13 ▲ 0.14 2.91 4.73 0.00 0.27 ▲ 0.81 ▲ 1.35 ▲ 2.84 5.54

4.69 ▲ 1.05 ▲ 4.52 3.78 6.34 5.34 0.03 ▲ 1.61 2.87 4.99 ▲ 1.13 0.50 ▲ 0.70 ▲ 1.10 ▲ 2.41 6.16

6.07 0.17 ▲ 3.50 4.60 7.02 6.36 1.05 ▲ 0.98 3.71 5.74 ▲ 0.19 1.32 ▲ 0.07 ▲ 0.49 ▲ 1.97 6.67

0.86 ▲ 3.94 ▲ 5.87 ▲ 0.28 3.58 1.73 ▲ 2.67 ▲ 3.40 0.74 3.11 ▲ 3.30 ▲ 2.34 ▲ 2.69 ▲ 3.61 ▲ 4.30 3.70

▲ 3.16 ▲ 5.39 ▲ 7.24 ▲ 2.16 2.76 2.37 ▲ 3.16 ▲ 3.65 ▲ 0.34 0.54 ▲ 3.78 ▲ 2.70 ▲ 1.89 ▲ 3.60 ▲ 4.44 3.65

5.92 ▲ 0.46 ▲ 4.08 4.36 7.00 6.28 0.81 ▲ 1.14 3.59 5.74 ▲ 0.20 1.23 ▲ 0.53 ▲ 0.62 ▲ 2.23 6.75

4.27 ▲ 0.25 ▲ 3.46 3.31 6.08 4.69 ▲ 0.21 ▲ 1.56 2.42 4.55 ▲ 1.34 0.67 ▲ 0.04 ▲ 1.10 ▲ 1.79 6.06

▲ 1.84 ▲ 5.00 ▲ 6.97 ▲ 0.39 2.76 3.16 ▲ 1.84 ▲ 3.03 ▲ 0.07 1.33 ▲ 3.82 ▲ 4.47 ▲ 3.55 ▲ 4.21 ▲ 5.60 3.16

2.86 ▲ 1.07 ▲ 2.50 2.86 5.36 5.00 ▲ 0.36 ▲ 1.79 5.37 6.07 0.36 0.00 2.14 ▲ 1.79 ▲ 3.93 2.86
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●市内高校アンケート（市内１４校のうち１１校回答）

１　大学進学者数について（現役進学）

卒業生 進学者 卒業生 進学者 卒業生 進学者 卒業生 進学者 進学率
合計 1,448 440 1,476 501 1,521 483 1,482 474 32.0

※ ３か年平均の合計は、切捨で算出

下関市内 山口県内 山口県外 下関市内 山口県内 山口県外 下関市内 山口県内 山口県外
合計 78 57 305 92 69 340 77 70 336

下関市内 山口県内 山口県外 合計
82 65 327 474

17.3 13.7 69.0 100.0

人文科学 社会科学 理学 工学 農水産学 医学歯学 保健（他） 家政 教育 芸術 その他
平成30年度　計 62 152 14 58 6 2 62 5 42 12 26
令和元年度　計 61 184 22 68 20 4 65 4 37 12 15
令和２年度　計 56 166 19 72 16 3 78 8 40 8 17

62 167 18 66 14 3 68 6 40 11 19
13.1 35.2 3.8 13.9 3.0 0.6 14.3 1.3 8.4 2.3 4.0

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 ３か年平均

３か年平均

３　進学した学部（分野）について

3か年平均

２　進学先について
平成３０年度 令和元年度 令和２年度

－ 学生確保（資料） － 43 －

【資料5】下関市内高校への進学に関するアンケート調査結果



下関市立大学　出身高校所在地別の入学者数（2023年度）

都道府県 人数 構成比
北海道 2 0.4%
青森 0 0.0%
岩手 1 0.2%
宮城 0 0.0%
秋田 0 0.0%
山形 0 0.0%
福島 1 0.2%
茨城 1 0.2%
栃木 1 0.2%
群馬 0 0.0%
埼玉 1 0.2%
千葉 0 0.0%
東京 0 0.0%
神奈川 0 0.0%
新潟 0 0.0%
富山 2 0.4%
石川 3 0.6%
福井 3 0.6%
山梨 1 0.2%
長野 1 0.2%
岐阜 3 0.6%
静岡 3 0.6%
愛知 6 1.3%
三重 2 0.4%
滋賀 2 0.4%
京都 2 0.4%
大阪 6 1.3%
兵庫 18 3.8%
奈良 2 0.4%
和歌山 5 1.1%
鳥取 10 2.1%
島根 12 2.6%
岡山 27 5.8%
広島 52 11.1%
山口 106 22.6%
徳島 4 0.9%
香川 13 2.8%
愛媛 10 2.1%
高知 3 0.6%
福岡 68 14.5%
佐賀 9 1.9%
長崎 18 3.8%
熊本 6 1.3%
大分 26 5.6%
宮崎 13 2.8%
鹿児島 19 4.1%
沖縄 6 1.3%
その他 0.0%
計 468 100.0%

４県合計237人で
入学者の50.9%

－ 学生確保（資料） － 44 －

【資料6】下関市立大学　出身高校所在地別の入学者数（2023年度）



18歳人口推移（2025年度進学対象者～2035年度進学対象者）

進学時期

令和5年度時点の学年

性別 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計

計 544,249 521,256 1,065,505 545,663 519,929 1,065,592 546,952 523,811 1,070,763 539,323 515,077 1,054,400 539,130 513,215 1,052,345 532,344 510,124 1,042,468 524,827 501,752 1,026,579 519,133 496,357 1,015,490 514,817 490,655 1,005,472 508,830 488,339 997,169 492,505 470,002 962,507 90.5% 90.2% 90.3% 計

北海道 21,023 19,831 40,854 20,302 19,651 39,953 20,583 19,746 40,329 20,311 19,121 39,432 20,161 19,193 39,354 19,659 19,181 38,840 19,295 18,515 37,810 19,213 18,376 37,589 18,789 17,806 36,595 18,511 17,727 36,238 17,487 16,838 34,325 83.2% 84.9% 84.0% 北海道

青森県 5,060 5,046 10,106 5,054 4,767 9,821 5,052 4,735 9,787 4,718 4,586 9,304 4,765 4,685 9,450 4,647 4,568 9,215 4,588 4,252 8,840 4,516 4,292 8,808 4,410 4,215 8,625 4,337 4,239 8,576 4,258 4,115 8,373 84.2% 81.5% 82.9% 青森県

岩手県 5,208 5,050 10,258 5,210 4,726 9,936 5,122 4,776 9,898 4,926 4,755 9,681 4,830 4,700 9,530 4,704 4,586 9,290 4,696 4,419 9,115 4,619 4,436 9,055 4,468 4,278 8,746 4,356 4,205 8,561 4,229 3,976 8,205 81.2% 78.7% 80.0% 岩手県

宮城県 9,956 9,434 19,390 10,108 9,492 19,600 9,882 9,477 19,359 9,641 9,294 18,935 9,701 9,121 18,822 9,332 9,138 18,470 9,549 9,233 18,782 9,404 9,034 18,438 9,258 8,684 17,942 9,369 8,646 18,015 8,619 8,371 16,990 86.6% 88.7% 87.6% 宮城県

秋田県 3,809 3,610 7,419 3,698 3,485 7,183 3,612 3,482 7,094 3,556 3,399 6,955 3,387 3,289 6,676 3,310 3,276 6,586 3,209 3,120 6,329 3,068 3,051 6,119 3,081 2,909 5,990 3,019 2,866 5,885 2,835 2,734 5,569 74.4% 75.7% 75.1% 秋田県

山形県 4,627 4,487 9,114 4,634 4,316 8,950 4,496 4,278 8,774 4,413 4,143 8,556 4,324 4,151 8,475 4,225 4,069 8,294 4,121 3,892 8,013 4,023 3,915 7,938 3,855 3,820 7,675 3,993 3,733 7,726 3,665 3,556 7,221 79.2% 79.3% 79.2% 山形県

福島県 7,707 7,641 15,348 7,705 7,333 15,038 7,719 7,359 15,078 7,460 7,158 14,618 7,544 6,984 14,528 7,164 6,892 14,056 7,044 6,475 13,519 7,364 7,092 14,456 7,215 6,933 14,148 6,981 6,921 13,902 6,704 6,555 13,259 87.0% 85.8% 86.4% 福島県

茨城県 12,465 11,844 24,309 12,202 11,627 23,829 12,220 11,497 23,717 12,109 11,365 23,474 11,731 11,126 22,857 11,658 11,060 22,718 11,373 11,077 22,450 11,188 10,637 21,825 11,159 10,536 21,695 10,902 10,470 21,372 10,520 9,990 20,510 84.4% 84.3% 84.4% 茨城県

栃木県 8,721 8,247 16,968 8,791 8,209 17,000 8,654 8,084 16,738 8,498 7,985 16,483 8,202 7,872 16,074 8,061 7,567 15,628 7,841 7,651 15,492 7,711 7,429 15,140 7,949 7,430 15,379 7,601 7,277 14,878 7,528 6,924 14,452 86.3% 84.0% 85.2% 栃木県

群馬県 8,571 8,407 16,978 8,595 8,043 16,638 8,652 8,168 16,820 8,435 7,828 16,263 8,131 7,754 15,885 8,012 7,787 15,799 7,771 7,640 15,411 7,777 7,367 15,144 7,741 7,287 15,028 7,212 7,254 14,466 7,248 6,794 14,042 84.6% 80.8% 82.7% 群馬県

埼玉県 32,153 30,033 62,186 31,883 30,312 62,195 31,833 30,217 62,050 31,876 29,901 61,777 31,508 29,699 61,207 30,870 29,377 60,247 30,584 29,406 59,990 30,516 29,318 59,834 30,316 28,990 59,306 30,269 28,917 59,186 29,212 27,681 56,893 90.9% 92.2% 91.5% 埼玉県

千葉県 26,694 25,472 52,166 26,733 25,524 52,257 27,056 25,846 52,902 26,802 25,012 51,814 26,287 24,988 51,275 26,448 25,098 51,546 25,932 24,642 50,574 25,651 24,312 49,963 25,766 24,384 50,150 25,324 24,454 49,778 24,412 23,396 47,808 91.5% 91.8% 91.6% 千葉県

東京都 51,535 49,638 101,173 52,470 50,232 102,702 53,246 51,270 104,516 53,317 51,566 104,883 53,665 51,395 105,060 52,498 49,791 102,289 52,496 50,357 102,853 53,053 50,985 104,038 53,821 51,998 105,819 53,697 51,850 105,547 52,325 50,760 103,085 101.5% 102.3% 101.9% 東京都

神奈川県 38,247 36,626 74,873 38,660 36,814 75,474 38,531 36,696 75,227 37,894 36,387 74,281 37,926 36,389 74,315 38,428 36,691 75,119 38,291 36,680 74,971 37,746 35,524 73,270 37,591 36,023 73,614 37,234 35,590 72,824 35,884 34,280 70,164 93.8% 93.6% 93.7% 神奈川県

新潟県 9,248 8,877 18,125 9,230 8,495 17,725 9,162 8,538 17,700 8,753 8,424 17,177 9,016 8,441 17,457 9,017 8,401 17,418 8,700 8,326 17,026 8,636 8,251 16,887 8,292 7,988 16,280 8,244 7,929 16,173 7,922 7,431 15,353 85.7% 83.7% 84.7% 新潟県

富山県 4,550 4,266 8,816 4,348 4,293 8,641 4,418 4,147 8,565 4,269 4,170 8,439 4,219 3,845 8,064 4,140 3,868 8,008 4,001 3,806 7,807 3,970 3,826 7,796 3,903 3,721 7,624 3,858 3,693 7,551 3,733 3,570 7,303 82.0% 83.7% 82.8% 富山県

石川県 5,054 4,934 9,988 5,177 5,055 10,232 4,987 4,998 9,985 4,928 4,761 9,689 4,882 4,538 9,420 4,989 4,730 9,719 4,721 4,633 9,354 4,860 4,505 9,365 4,589 4,485 9,074 4,613 4,382 8,995 4,510 4,164 8,674 89.2% 84.4% 86.8% 石川県

福井県 3,626 3,429 7,055 3,573 3,453 7,026 3,591 3,427 7,018 3,518 3,312 6,830 3,415 3,286 6,701 3,419 3,216 6,635 3,320 3,134 6,454 3,204 3,066 6,270 3,166 2,957 6,123 3,191 2,973 6,164 3,064 2,887 5,951 84.5% 84.2% 84.4% 福井県

山梨県 3,508 3,500 7,008 3,531 3,376 6,907 3,480 3,404 6,884 3,489 3,203 6,692 3,428 3,227 6,655 3,333 3,175 6,508 3,156 3,149 6,305 3,125 3,077 6,202 3,232 3,029 6,261 3,206 3,029 6,235 2,966 2,971 5,937 84.5% 84.9% 84.7% 山梨県

長野県 9,451 9,011 18,462 9,351 8,871 18,222 9,163 8,921 18,084 8,830 8,503 17,333 8,883 8,511 17,394 8,861 8,420 17,281 8,522 8,221 16,743 8,405 8,095 16,500 8,442 8,024 16,466 8,242 7,771 16,013 7,990 7,341 15,331 84.5% 81.5% 83.0% 長野県

岐阜県 9,242 8,937 18,179 9,144 8,730 17,874 9,136 8,765 17,901 8,835 8,469 17,304 9,007 8,419 17,426 8,781 8,418 17,199 8,490 8,287 16,777 8,363 7,887 16,250 8,013 7,681 15,694 8,052 7,557 15,609 7,571 7,395 14,966 81.9% 82.7% 82.3% 岐阜県

静岡県 16,305 15,901 32,206 16,596 15,976 32,572 16,541 15,796 32,337 16,265 15,526 31,791 16,138 15,504 31,642 15,776 15,316 31,092 15,703 14,664 30,367 15,261 14,620 29,881 14,743 13,845 28,588 14,643 13,949 28,592 13,892 13,363 27,255 85.2% 84.0% 84.6% 静岡県

愛知県 35,046 33,459 68,505 35,406 33,415 68,821 35,693 34,003 69,696 35,314 33,671 68,985 35,372 33,661 69,033 34,933 33,387 68,320 34,597 32,782 67,379 33,711 32,194 65,905 33,513 31,867 65,380 33,377 31,910 65,287 32,567 30,982 63,549 92.9% 92.6% 92.8% 愛知県

三重県 8,109 7,814 15,923 8,006 7,731 15,737 7,978 7,713 15,691 7,934 7,563 15,497 7,846 7,438 15,284 7,859 7,498 15,357 7,565 7,267 14,832 7,421 7,095 14,516 7,258 6,872 14,130 7,197 6,909 14,106 6,965 6,594 13,559 85.9% 84.4% 85.2% 三重県

滋賀県 7,049 6,533 13,582 6,958 6,578 13,536 7,027 6,711 13,738 6,903 6,649 13,552 7,033 6,522 13,555 6,849 6,629 13,478 6,775 6,571 13,346 6,801 6,366 13,167 6,731 6,231 12,962 6,455 6,355 12,810 6,327 5,983 12,310 89.8% 91.6% 90.6% 滋賀県

京都府 11,074 10,750 21,824 10,962 10,624 21,586 10,869 10,604 21,473 10,774 10,362 21,136 10,716 10,279 20,995 10,309 9,842 20,151 10,045 9,543 19,588 10,005 9,524 19,529 9,828 9,465 19,293 9,893 9,313 19,206 9,451 9,128 18,579 85.3% 84.9% 85.1% 京都府

大阪府 37,031 35,963 72,994 37,206 35,688 72,894 37,588 35,803 73,391 36,631 35,354 71,985 36,675 35,162 71,837 36,096 34,821 70,917 35,634 34,120 69,754 34,909 33,403 68,312 34,758 33,327 68,085 34,218 33,361 67,579 33,587 32,233 65,820 90.7% 89.6% 90.2% 大阪府

兵庫県 24,063 23,012 47,075 24,156 22,906 47,062 24,269 23,475 47,744 23,776 22,775 46,551 23,905 22,758 46,663 24,131 23,214 47,345 23,597 22,521 46,118 22,879 22,295 45,174 23,070 21,758 44,828 22,470 21,524 43,994 22,206 21,073 43,279 92.3% 91.6% 91.9% 兵庫県

奈良県 6,154 5,850 12,004 5,985 5,801 11,786 5,875 5,665 11,540 5,931 5,363 11,294 5,751 5,469 11,220 5,505 5,395 10,900 5,550 5,282 10,832 5,345 5,211 10,556 5,178 4,925 10,103 5,205 4,947 10,152 4,929 4,809 9,738 80.1% 82.2% 81.1% 奈良県

和歌山県 3,963 3,836 7,799 4,009 3,805 7,814 3,984 3,906 7,890 3,903 3,709 7,612 3,791 3,709 7,500 3,689 3,805 7,494 3,740 3,577 7,317 3,517 3,428 6,945 3,544 3,497 7,041 3,469 3,391 6,860 3,360 3,147 6,507 84.8% 82.0% 83.4% 和歌山県

鳥取県 2,438 2,335 4,773 2,406 2,330 4,736 2,410 2,191 4,601 2,402 2,320 4,722 2,365 2,216 4,581 2,364 2,439 4,803 2,294 2,214 4,508 2,361 2,289 4,650 2,275 2,197 4,472 2,325 2,157 4,482 2,242 2,075 4,317 92.0% 88.9% 90.4% 鳥取県

島根県 2,933 2,802 5,735 2,912 2,723 5,635 2,842 2,717 5,559 2,853 2,691 5,544 2,789 2,717 5,506 2,876 2,708 5,584 2,864 2,646 5,510 2,757 2,698 5,455 2,722 2,620 5,342 2,878 2,530 5,408 2,651 2,499 5,150 90.4% 89.2% 89.8% 島根県

岡山県 8,681 8,096 16,777 8,723 8,071 16,794 8,540 8,126 16,666 8,384 8,016 16,400 8,407 8,090 16,497 8,471 7,890 16,361 8,234 7,901 16,135 8,123 7,745 15,868 8,118 7,708 15,826 7,941 7,493 15,434 7,588 7,402 14,990 87.4% 91.4% 89.3% 岡山県

広島県 12,644 12,117 24,761 12,741 12,104 24,845 12,602 12,370 24,972 12,788 12,102 24,890 12,783 12,264 25,047 12,597 12,184 24,781 12,399 11,914 24,313 12,261 11,674 23,935 11,991 11,588 23,579 11,711 11,451 23,162 11,442 10,736 22,178 90.5% 88.6% 89.6% 広島県

山口県 5,616 5,407 11,023 5,677 5,423 11,100 5,710 5,436 11,146 5,586 5,437 11,023 5,706 5,458 11,164 5,463 5,368 10,831 5,441 5,257 10,698 5,437 5,121 10,558 5,245 4,813 10,058 5,339 4,865 10,204 4,888 4,698 9,586 87.0% 86.9% 87.0% 山口県

徳島県 2,999 2,833 5,832 2,791 2,847 5,638 3,022 2,751 5,773 2,853 2,751 5,604 2,955 2,784 5,739 2,986 2,811 5,797 2,881 2,764 5,645 2,830 2,642 5,472 2,868 2,612 5,480 2,778 2,677 5,455 2,729 2,507 5,236 91.0% 88.5% 89.8% 徳島県

香川県 4,257 4,183 8,440 4,309 4,138 8,447 4,366 4,151 8,517 4,283 4,088 8,371 4,259 3,966 8,225 4,245 4,031 8,276 4,122 3,978 8,100 4,117 3,915 8,032 4,048 3,849 7,897 3,939 3,681 7,620 3,862 3,711 7,573 90.7% 88.7% 89.7% 香川県

愛媛県 5,669 5,384 11,053 5,713 5,388 11,101 5,568 5,370 10,938 5,634 5,387 11,021 5,611 5,209 10,820 5,829 5,580 11,409 5,581 5,384 10,965 5,592 5,136 10,728 5,392 5,040 10,432 5,069 5,028 10,097 5,099 4,846 9,945 89.9% 90.0% 90.0% 愛媛県

高知県 2,948 2,760 5,708 2,769 2,685 5,454 2,920 2,737 5,657 2,717 2,584 5,301 2,762 2,568 5,330 2,610 2,556 5,166 2,626 2,559 5,185 2,614 2,486 5,100 2,501 2,482 4,983 2,542 2,449 4,991 2,444 2,234 4,678 82.9% 80.9% 82.0% 高知県

福岡県 22,965 21,944 44,909 23,524 22,650 46,174 23,762 23,153 46,915 23,417 23,081 46,498 24,265 23,029 47,294 23,936 22,873 46,809 23,757 22,547 46,304 23,638 22,465 46,103 23,512 22,229 45,741 23,091 22,376 45,467 22,597 21,400 43,997 98.4% 97.5% 98.0% 福岡県

佐賀県 4,049 3,631 7,680 4,005 3,708 7,713 3,913 3,914 7,827 3,855 3,778 7,633 3,985 3,691 7,676 3,889 3,640 7,529 3,698 3,546 7,244 3,621 3,574 7,195 3,643 3,396 7,039 3,610 3,414 7,024 3,523 3,280 6,803 87.0% 90.3% 88.6% 佐賀県

長崎県 6,019 5,797 11,816 5,905 5,847 11,752 6,177 5,742 11,919 6,015 5,532 11,547 6,021 5,632 11,653 5,871 5,674 11,545 5,734 5,511 11,245 5,814 5,496 11,310 5,630 5,496 11,126 5,615 5,209 10,824 5,416 5,149 10,565 90.0% 88.8% 89.4% 長崎県

熊本県 8,107 7,778 15,885 8,360 7,947 16,307 8,244 8,071 16,315 8,234 7,969 16,203 8,382 7,977 16,359 8,453 7,755 16,208 8,263 7,652 15,915 8,157 7,722 15,879 8,023 7,756 15,779 7,887 7,674 15,561 7,583 7,333 14,916 93.5% 94.3% 93.9% 熊本県

大分県 4,963 4,822 9,785 5,012 4,706 9,718 5,076 4,865 9,941 4,858 4,725 9,583 4,962 4,818 9,780 4,839 4,635 9,474 4,898 4,466 9,364 4,750 4,547 9,297 4,528 4,318 8,846 4,568 4,446 9,014 4,491 4,139 8,630 90.5% 85.8% 88.2% 大分県

宮崎県 5,017 4,781 9,798 5,244 4,960 10,204 5,093 5,022 10,115 5,139 4,951 10,090 5,166 4,970 10,136 5,135 4,959 10,094 4,954 4,759 9,713 4,995 4,759 9,754 4,890 4,595 9,485 4,541 4,602 9,143 4,600 4,407 9,007 91.7% 92.2% 91.9% 宮崎県

鹿児島県 7,712 7,159 14,871 7,726 7,149 14,875 7,766 7,434 15,200 7,848 7,166 15,014 7,803 7,306 15,109 7,624 7,396 15,020 7,582 7,203 14,785 7,269 7,068 14,337 7,307 6,943 14,250 7,157 6,869 14,026 7,002 6,534 13,536 90.8% 91.3% 91.0% 鹿児島県

沖縄県 7,983 7,989 15,972 8,163 7,925 16,088 8,522 8,254 16,776 8,448 8,185 16,633 8,670 8,405 17,075 8,453 8,409 16,862 8,593 8,209 16,802 8,536 8,409 16,945 8,445 8,048 16,493 8,701 8,276 16,977 8,382 8,011 16,393 105.0% 100.3% 102.6% 沖縄県

４県合計 44,158 42,270 86,428 44,854 42,900 87,754 44,916 43,676 88,592 44,644 43,311 87,955 45,543 43,468 89,011 44,872 43,133 88,005 44,461 42,364 86,825 44,093 41,958 86,051 43,470 41,250 84,720 43,019 41,222 84,241 41,578 39,333 80,911 94.2% 93.1% 93.6% ４県合計

※2025年度進学対象者は文部科学省「学校基本調査（令和4年度版）」での「卒業後の状況調査」の「中学校」における「都道府県別高等学校等への進学者数」の人数に基づく。

※2026年度進学対象者は文部科学省「学校基本調査（令和5年度版）」での「卒業後の状況調査」の「中学校」における「都道府県別高等学校等への進学者数」の人数に基づく。

※2027年度進学対象者～2029年度進学対象者は文部科学省「学校基本調査（令和5年度版）」での「学校調査票（中学校）」における「学年別生徒数」、2030年度進学対象者～2035年度進学対象者は「学校調査票（中学校）」における「学年別児童数」の各人数に基づく。

2026年度進学対象者 2035年度進学対象者2034年度進学対象者2033年度進学対象者2032年度進学対象者2031年度進学対象者2030年度進学対象者2029年度進学対象者

中学3年生高校1年生高校2年生 2035年度進学対象者÷2025年度進学対象者

増減率2028年度進学対象者

小学1年生小学2年生小学3年生小学4年生小学5年生小学6年生中学1年生中学2年生

2025年度進学対象者 2027年度進学対象者

－ 学生確保（資料） － 45 －

【資料7】18歳人口推移（2025年度進学対象者～2035年度進学対象者）



新設組織が置かれる都道府県への入学状況

○出身高校の所在地県別の入学者数の構成比（上位５都道府県）※直近年度

都道府県名 人　　数 構成比

1 山口県 1,184人 23.8%

2 福岡県 960人 19.3%

3 広島県 708人 14.2%

4 東京都 337人 6.8%

5 大阪府 299人 6.0%

全　　体 4,983人 100.0%

※「学校基本調査」の「出身高校の所在地県別入学者数」から作成すること。

○新設組織が置かれる都道府県の定員充足状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

1 山口県（国公立） 102.63% 105.49% 105.35%

※蛍雪時代「大学の真の実力情報公開BOOK」2022～2024年度用掲載データより作成

○新設組織の学問分野（系統区分）の定員充足状況

令和２年度 令和３年度 令和４年度

1 大学看護学学部 103.06% 103.16% 102.68%

※日本看護協会出版会「看護関係統計資料集」令和2～4年より抜粋（令和5年は令和6年6月刊行予定）

新組織所在地
（都道府県）

充足率

系統区分
充足率

－ 学生確保（資料） － 46 －

【資料8】新設組織が置かれる都道府県への入学状況



既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間）
大学学部学科等名：経済学部経済学科

（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）
１．各選抜方法の状況

H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均
#DIV/0!

延べ人数 志願者数 #DIV/0!
受験者数 #DIV/0!
合格者数 #DIV/0!
うち追加合格者数 #DIV/0!
辞退者数 #DIV/0!

実 人 数 志願者数 #DIV/0!
受験者数 #DIV/0!
合格者数 #DIV/0!
うち追加合格者数 #DIV/0!
辞退者数 #DIV/0!

#DIV/0!
57人 57人 57人 57人 57人 57人 

延べ人数 志願者数 120人 147人 112人 142人 125人 129人 
受験者数 120人 147人 111人 142人 125人 129人 
合格者数 58人 57人 64人 69人 65人 63人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 120人 147人 112人 142人 125人 129人 
受験者数 120人 147人 111人 142人 125人 129人 
合格者数 58人 57人 64人 69人 65人 63人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

58人 57人 64人 69人 65人 63人 
134人 134人 134人 134人 134人 134人 

延べ人数 志願者数 1630人 1616人 1451人 1199人 954人 1370人 
受験者数 1052人 768人 873人 700人 570人 793人 
合格者数 361人 299人 291人 291人 308人 310人 
うち追加合格者数 0人 20人 0人 0人 0人 4人 
辞退者数 1人 2人 1人 0人 1人 1人 

実 人 数 志願者数 1552人 1539人 1357人 1122人 908人 1296人 
受験者数 1012人 728人 832人 674人 551人 759人 
合格者数 351人 298人 295人 290人 282人 303人 
うち追加合格者数 0人 20人 0人 0人 0人 4人 
辞退者数 176人 159人 153人 164人 136人 158人 

175人 139人 142人 126人 146人 146人 
#DIV/0!

延べ人数 志願者数 #DIV/0!
受験者数 #DIV/0!
合格者数 #DIV/0!
うち追加合格者数 #DIV/0!
辞退者数 #DIV/0!

実 人 数 志願者数 #DIV/0!
受験者数 #DIV/0!
合格者数 #DIV/0!
うち追加合格者数 #DIV/0!
辞退者数 #DIV/0!

#DIV/0!
4人 4人 4人 4人 4人 4人 

延べ人数 志願者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

0人 0人 0人 0人 0人 0人 
195人 195人 195人 195人 195人 195人 

延べ人数 志願者数 1750人 1763人 1563人 1341人 1079人 1499人 
受験者数 1172人 915人 984人 842人 695人 922人 
合格者数 419人 356人 355人 360人 373人 373人 
うち追加合格者数 0人 20人 0人 0人 0人 4人 
辞退者数 1人 2人 1人 0人 1人 1人 

実 人 数 志願者数 1672人 1686人 1469人 1264人 1033人 1425人 
受験者数 1132人 875人 943人 816人 676人 888人 
合格者数 409人 355人 359人 359人 347人 366人 
うち追加合格者数 0人 20人 0人 0人 0人 4人 
辞退者数 176人 159人 153人 164人 136人 158人 

233人 196人 206人 195人 211人 208人 

３．入学定員充足率
H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均

195人 195人 195人 195人 195人 195
1.19 1.01 1.06 1.00 1.08 1.07
0.57 0.52 0.57 0.54 0.61 0.56

入 学 定 員 充 足 率

（備考）「その他特別選抜」は、社会人・帰国子女（帰国生徒）の合算
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【資料9-1】下関市立大学経済学部経済学科の入学定員・収容定員の充足状況（直近５年間）



既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間）
大学学部学科等名：経済学部国際商学科

（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）
１．各選抜方法の状況

H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均
#DIV/0!

延べ人数 志願者数 #DIV/0!
受験者数 #DIV/0!
合格者数 #DIV/0!
うち追加合格者数 #DIV/0!
辞退者数 #DIV/0!

実 人 数 志願者数 #DIV/0!
受験者数 #DIV/0!
合格者数 #DIV/0!
うち追加合格者数 #DIV/0!
辞退者数 #DIV/0!

#DIV/0!
57人 57人 57人 57人 57人 57人 

延べ人数 志願者数 101人 124人 100人 106人 105人 107人 
受験者数 101人 124人 100人 106人 104人 107人 
合格者数 62人 62人 68人 64人 64人 64人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 1人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 101人 124人 100人 106人 105人 107人 
受験者数 101人 124人 100人 106人 104人 107人 
合格者数 62人 62人 68人 64人 64人 64人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 1人 0人 0人 

62人 62人 68人 63人 64人 64人 
134人 134人 134人 134人 134人 134人 

延べ人数 志願者数 1230人 1474人 1340人 973人 1374人 1278人 
受験者数 721人 673人 748人 510人 719人 674人 
合格者数 342人 303人 267人 292人 292人 299人 
うち追加合格者数 0人 22人 6人 0人 0人 6人 
辞退者数 3人 1人 3人 0人 1人 2人 

実 人 数 志願者数 1161人 1384人 1211人 860人 1256人 1174人 
受験者数 694人 637人 692人 476人 677人 635人 
合格者数 346人 295人 262人 308人 331人 308人 
うち追加合格者数 0人 22人 6人 0人 0人 6人 
辞退者数 177人 157人 138人 147人 194人 163人 

169人 138人 124人 161人 137人 146人 
#DIV/0!

延べ人数 志願者数 #DIV/0!
受験者数 #DIV/0!
合格者数 #DIV/0!
うち追加合格者数 #DIV/0!
辞退者数 #DIV/0!

実 人 数 志願者数 #DIV/0!
受験者数 #DIV/0!
合格者数 #DIV/0!
うち追加合格者数 #DIV/0!
辞退者数 #DIV/0!

#DIV/0!
4人 4人 4人 4人 4人 4人 

延べ人数 志願者数 0人 0人 0人 1人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 1人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 1人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 0人 0人 0人 1人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 1人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 1人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

0人 0人 0人 1人 0人 0人 
195人 195人 195人 195人 195人 195人 

延べ人数 志願者数 1331人 1598人 1440人 1080人 1479人 1386人 
受験者数 822人 797人 848人 617人 823人 781人 
合格者数 404人 365人 335人 357人 356人 363人 
うち追加合格者数 0人 22人 6人 0人 0人 6人 
辞退者数 3人 1人 3人 1人 1人 2人 

実 人 数 志願者数 1262人 1508人 1311人 967人 1361人 1282人 
受験者数 795人 761人 792人 583人 781人 742人 
合格者数 408人 357人 330人 373人 395人 373人 
うち追加合格者数 0人 22人 6人 0人 0人 6人 
辞退者数 177人 157人 138人 148人 194人 163人 

231人 200人 192人 225人 201人 210人 

３．入学定員充足率
H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均

195人 195人 195人 195人 195人 195
1.18 1.03 0.98 1.15 1.03 1.08
0.57 0.53 0.57 0.60 0.51 0.56

入 学 定 員
入 学 定 員 充 足 率
歩 留 率

（備考）「その他特別選抜」は、社会人・帰国子女（帰国生徒）の合算
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【資料9-2】下関市立大学経済学部国際商学科の入学定員・収容定員の充足状況（直近５年間）



既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間）
大学学部学科等名：経済学部公共マジメント学科

（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）
１．各選抜方法の状況

H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均
#DIV/0!

延べ人数 志願者数 #DIV/0!
受験者数 #DIV/0!
合格者数 #DIV/0!
うち追加合格者数 #DIV/0!
辞退者数 #DIV/0!

実 人 数 志願者数 #DIV/0!
受験者数 #DIV/0!
合格者数 #DIV/0!
うち追加合格者数 #DIV/0!
辞退者数 #DIV/0!

#DIV/0!
16人 16人 16人 16人 16人 16人 

延べ人数 志願者数 33人 38人 44人 34人 40人 38人 
受験者数 33人 38人 44人 34人 40人 38人 
合格者数 18人 21人 19人 20人 22人 20人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 33人 38人 44人 34人 40人 38人 
受験者数 33人 38人 44人 34人 40人 38人 
合格者数 18人 21人 19人 20人 22人 20人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

18人 21人 19人 20人 22人 20人 
42人 42人 42人 42人 42人 42人 

延べ人数 志願者数 622人 773人 595人 328人 287人 521人 
受験者数 396人 397人 348人 180人 166人 297人 
合格者数 120人 98人 79人 66人 73人 87人 
うち追加合格者数 0人 11人 2人 0人 0人 3人 
辞退者数 0人 1人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 587人 717人 549人 312人 274人 488人 
受験者数 379人 367人 327人 171人 159人 281人 
合格者数 126人 107人 78人 50人 59人 84人 
うち追加合格者数 0人 11人 2人 0人 0人 3人 
辞退者数 64人 59人 41人 20人 25人 42人 

62人 48人 37人 30人 34人 42人 
#DIV/0!

延べ人数 志願者数 #DIV/0!
受験者数 #DIV/0!
合格者数 #DIV/0!
うち追加合格者数 #DIV/0!
辞退者数 #DIV/0!

実 人 数 志願者数 #DIV/0!
受験者数 #DIV/0!
合格者数 #DIV/0!
うち追加合格者数 #DIV/0!
辞退者数 #DIV/0!

#DIV/0!
2人 2人 2人 2人 2人 2人 

延べ人数 志願者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

0人 0人 0人 0人 0人 0人 
60人 60人 60人 60人 60人 60人 

延べ人数 志願者数 655人 811人 639人 362人 327人 559人 
受験者数 429人 435人 392人 214人 206人 335人 
合格者数 138人 119人 98人 86人 95人 107人 
うち追加合格者数 0人 11人 2人 0人 0人 3人 
辞退者数 0人 1人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 620人 755人 593人 346人 314人 526人 
受験者数 412人 405人 371人 205人 199人 318人 
合格者数 144人 128人 97人 70人 81人 104人 
うち追加合格者数 0人 11人 2人 0人 0人 3人 
辞退者数 64人 59人 41人 20人 25人 42人 

80人 69人 56人 50人 56人 62人 

３．入学定員充足率
H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均

60人 60人 60人 60人 60人 60
1.33 1.15 0.93 0.83 0.93 1.04
0.56 0.50 0.57 0.71 0.69 0.60

総
合
型
選
抜

募集人数

入学者数
学
校
推
薦
型
選
抜

募集人数

入学者数
一
般
選
抜

募集人数

入学者数
共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試

募集人数

入学者数

入 学 定 員
入 学 定 員 充 足 率
歩 留 率

（備考）「その他特別選抜」は、社会人・帰国子女（帰国生徒）の合算

そ
の
他
の
特
別
選
抜

募集人数

入学者数
合
計

募集人数

入学者数

－ 学生確保（資料） － 49 －

【資料9-3】下関市立大学経済学部公共マネジメント学科の入学定員・収容定員の充足状況（直近５年間）



既設学科等の学生募集のためのPR活動の過去の実績

①募集を行った学科等名称及び取組の名称：オープンキャンパス

R4年度入試 R5年度入試 取組概要と入学者数等に関する分析

参加者等総数(a) 715人 934人

うち受験対象者数(b) 292人 304人

うち受験者数(c) - -

うち入学者数(d) 136人 196人

（受験率 c/b） - -

（入学率 d/b） 46.6% 64.5%

※全選抜・全学科を一括して記載。

※入学者数は入学者アンケートから算出。

①取組概要
学部・学科の説明及び模擬講義を実施し参加者の理解を深めることを

目的とした。入試説明・小論文対策講座では入試制度についての理解を
深め対策に役立てることを目的とした。在学生との交流により親近感を
増大させることに努めた。
②過去の取組実績を踏まえた新設組織の入学者数の見込みに関する分析
オープンキャンパス参加者の学校推薦型選抜への出願は多く下見的役割
を担っているため、新学部のＰＲに努めることで参加者数を増加させ入
学率の向上を図りたい。

－ 学生確保（資料） － 50 －

【資料10】下関市立大学既設学部（経済学部）の学生募集のためのPR活動の過去の実績（オープンキャンパス）



高等学校等訪問
方針： ・過去入学実績及び他大学進学実績を勘案し訪問校を決定

・主に西日本各地で開催される進学説明会の機会を活用し、当該地域の
高校等を訪問していたため、これまでは入試課職員が実施していたが、
新学部については教員が訪問することとする

実績： 2018
年度

2019
年度

2020
年度

2021
年度

2022
年度

2023
年度

静岡県 5 14 0 6
愛知県 14 8 6 6
大阪府 4 0 0 0
兵庫県 12 15 0 0
和歌山県 6 6 0 0
鳥取県 0 5 0 9
島根県 0 6 0 11
岡山県 22 16 0 27
広島県 39 26 0 18
山口県 1 0 0 8
徳島県 0 0 0 0
香川県 0 13 0 13
愛媛県 8 8 0 14
高知県 0 0 0 0
福岡県 0 1 0 0
佐賀県 9 4 0 0
長崎県 10 10 0 14
熊本県 13 10 0 12
大分県 16 18 0 21
宮崎県 11 8 6 11
鹿児島県 18 14 9 15
沖縄県 0 0 0 0
合　計 188 182 0 0 21 185

※山口県・福岡県については、6-7月に実施する高校教員対象大学説明会
にて周知しているため、個別訪問は実施せず

コロナ禍のため
訪問せず

－ 学生確保（資料） － 51 －

【資料11】下関市立大学既設学部（経済学部）の学生募集のためのPR活動の過去の実績（高校訪問）



下関市立大学看護学部　広報プラン

2024年 2025年
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

コンセプト＋メインビジュアル

新学部リーフレット（高校訪問用ほか）
A4・4p

新学部プロモーション動画

TV-CM

交通広告（駅デジタルサイネージ）

Web広告

新聞広告

Webメール

進学情報誌

進学情報サイト

完成
制作

完成
制作

完成
制作

1/22～2/2

一般選抜出願期間
OC 〇～〇

学校推薦・特別選抜

出願期間

〇～〇

一般選抜出願期間

OA

完成

制作

掲出

掲出

●

進研模試デジタルサービス

●

入試直前激励号

スタディサプリ、マナビジョン、夢ナビWeb（通年）

● ●

●

KEI net バンザイバナー

●

KEI net バンザイバナー

●

進研模試デジタルサービス

－ 学生確保（資料） － 52 －

【資料12】下関市立大学 看護学部 広報プラン



下関市立大学 公式SNSへのアクセス状況

（2023年12月15日現在）【Facebook】 フォロワー数：961人

【LINE】 フォロワー数：3,281人 （2023年12月15日現在）

【YouTube】チャンネル登録者数：375人 （2023年12月15日現在）

－ 学生確保（資料） － 53 －

【資料13】下関市立大学 公式SNSへのアクセス状況



下関市立大学　看護学部　競合校への志願状況等

●山口大学医学部保健学科看護学専攻
2021 2022 2023 ３年平均

入学定員 80人 80人 80人 80人
志願者数 345人 360人 281人 329人
合格者数 89人 89人 91人 90人
合格倍率 3.9 4.0 3.1 3.7
入学者数 80人 80人 80人 80人
入学定員充足率 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

●山口県立大学看護栄養学部看護学科
2021 2022 2023 ３年平均

入学定員 55人 55人 55人 55人
志願者数 268人 217人 328人 271人
合格者数 60人 57人 58人 58人
合格倍率 4.5 3.8 5.7 4.6
入学者数 55人 56人 56人 56人
入学定員充足率 100.0% 101.8% 101.8% 101.2%

●福岡県立大学看護学部看護学科
2021 2022 2023 ３年平均

入学定員 90人 90人 90人 90人
志願者数 545人 371人 430人 449人
合格者数 111人 116人 114人 114人
合格倍率 4.9 3.2 3.8 3.9
入学者数 95人 92人 96人 94人
入学定員充足率 105.6% 102.2% 106.7% 104.8%

●西南女学院大学保健福祉学部看護学科
2021 2022 2023 ３年平均

入学定員 90人 90人 90人 90人
志願者数 254人 260人 ー 257人
合格者数 ー ー ー ー
合格倍率 ー ー ー ー
入学者数 98人 90人 93人 94人
入学定員充足率 108.9% 100.0% 103.3% 104.1%

●日本赤十字九州国際大学看護学部看護学科
2021 2022 2023 ３年平均

入学定員 100人 100人 100人 100人
志願者数 431人 331人 309人 357人
合格者数 217人 231人 227人 225人
合格倍率 2.0 1.4 1.4 1.6
入学者数 116人 107人 112人 112人
入学定員充足率 116.0% 107.0% 112.0% 111.7%

－ 学生確保（資料） － 54 －

【資料14】下関市立大学看護学部 競合校への志願状況等



株式会社高等教育総合研究所

下関市立大学

「看護学部 看護学科 (仮称) 」

設置構想についての高校生アンケート調査

報告書

令和6年2月

－ 学生確保（資料） － 55 －

【資料15】下関市立大学「看護学部 看護学科（仮称）」設置構想についての高校生アンケート調査 報告書
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4

5

8

高校生アンケート調査用紙 10

下関市立大学「看護学部(仮称)」リーフレット 12

（添付資料）
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１．高校生アンケート調査　概要

調査目的

調査対象：

調査地域：

調査時期

調査方法

回収件数

令和5年10月～12月

調査実施の了承が得られた高校に対しアンケート用紙を送付し、各校の教職員の監督のもと、高校において実施
した。（紙方式・web方式での回答方法を案内し、いずれかで回答を依頼）

有効回答数7,880件

令和7年（2025年）度に下関市立大学が設置構想中の下関市立大学「看護学部(仮称)」（入学定員80名）における
志願者・入学者等の学生確保の見込みを測定することを目的とする。

調査対象

令和7年3月に高校卒業予定である高校2年生（令和5年度）

下関市立大学「看護学部(仮称)」の主たる学生募集エリアと想定される山口県及び山口県と隣接す
る福岡県、広島県、島根県の高等学校を対象とした。

調査内容

 ・回答者の基本情報（性別、居住地）

 ・卒業後の希望進路

 ・希望する大学等の設置者

 ・興味のある学問分野

 ・下関市立大学「看護学部(仮称)」への受験・入学意向

 ・受験しないを選択の場合の理由

－ 学生確保（資料） － 57 －



２．調査実施高等学校等一覧

番号 高校名 回答者数 番号 高校名 回答者数

1 平田高等学校 149 43 下関北高等学校 32

2 出雲高等学校 271 44 山口松風館高等学校 66

3 矢上高等学校 28 45 山口県桜ケ丘高等学校 44

4 島根中央高等学校 29 46 高川学園高等学校 110

5 広島観音高等学校 144 47 宇部鴻城高等学校 106

6 広島皆実高等学校 34 48 慶進高等学校 117

7 海田高等学校 213 49 宇部フロンティア大学付属香川高等学校 58

8 安古市高等学校 33 50 サビエル高等学校 64

9 三原高等学校 57 51 早鞆高等学校 48

10 福山葦陽高等学校 108 52 長門高等学校 9

11 大門高等学校 249 53 京都高等学校 198

12 呉高等学校 145 54 小倉南高等学校 8

13 祇園北高等学校 8 55 北九州高等学校 185

14 高陽東高等学校 52 56 八幡中央高等学校 69

15 総合技術高等学校 39 57 八幡南高等学校 10

16 崇徳高等学校 396 58 香椎高等学校 74

17 広島工業大学高等学校 35 59 久留米高等学校 141

18 清水ケ丘高等学校 105 60 八女高等学校 9

19 如水館高等学校 216 61 直方高等学校 142

20 岩国高等学校 204 62 北九州市立高等学校 173

21 高森高等学校 65 63 福翔高等学校 37

22 柳井高等学校 91 64 北筑高等学校 71

23 熊毛南高等学校 66 65 小倉東高等学校 36

24 光高等学校 34 66 武蔵台高等学校 14

25 防府高等学校 71 67 須恵高等学校 69

26 宇部中央高等学校 47 68 玄洋高等学校 37

27 小野田高等学校 141 69 門司大翔館高等学校 109

28 厚狭高等学校 76 70 門司学園高等学校 86

29 田部高等学校 39 71 高稜高等学校 68

30 豊浦高等学校 23 72 折尾愛真高等学校 1

31 長府高等学校 129 73 慶成高等学校 1

32 下関西高等学校 185 74 敬愛高等学校 108

33 下関南高等学校 130 75 常磐高等学校 161

34 萩高等学校 38 76 九州国際大学付属高等学校 494

35 下関商業高等学校 69 77 近畿大学附属福岡高等学校 89

36 防府西高等学校 128 78 中村学園女子高等学校 36

37 新南陽高等学校 32 79 九州産業大学付属九州産業高等学校 27

38 華陵高等学校 75 80 福岡舞鶴高等学校 286

39 下関中等教育学校 83 81 久留米信愛高等学校 115

40 田布施農工高等学校 97 82 福岡常葉高等学校 3

41 大津緑洋高等学校 4 83 自由ケ丘高等学校 195

42 美祢青嶺高等学校 9 84 8月6日オープンキャンパス 10

85 8月5日オープンキャンパス 17

7,880総　計

－ 学生確保（資料） － 58 －



３．高校生アンケート調査　集計結果

問 1 あなたの性別をお答えください。（あてはまるものにマーク）

選択肢 回答数 構成比

1 女性 4,139 52.5%

2 男性 3,467 44.0%

3 答えたくない 257 3.3%

無回答 17 0.2%

合計 7,880 100.0%

問 2 あなたがお住まいの県・地域をお答えください。（あてはまるもの1つにマーク）

選択肢 回答数 構成比

1 山口県下関市内 817 10.4%

2 山口県山陽小野田市 763 9.7%

3 山口県（下関市・山陽小野田市以外） 623 7.9%

4 福岡県北九州市 1,836 23.3%

5 福岡県（北九州市以外） 1,717 21.8%

6 広島県 958 12.2%

7 島根県 1,023 13.0%

8 その他 129 1.6%

無回答 14 0.2%

合計 7,880 100.0%

問 3 あなたの高校卒業後の希望進路をお答えください。（あてはまるものすべてにマーク）

※複数回答項目のため、回答数はのべ／構成比＝各回答数÷全回答者7,880人

選択肢 回答数 構成比

1 大学 6,320 80.2%

2 短期大学 425 5.4%

3 専門職大学 206 2.6%

4 専門職短期大学 74 0.9%

5 専門学校 1,411 17.9%

6 就職 590 7.5%

7 その他 162 2.1%

問 4 志望する大学等の設置者の希望を選択してください。（あてはまるものすべてにマーク）

※複数回答項目のため、回答数はのべ／構成比＝各回答数÷回答対象者数6,602人

選択肢 回答数 構成比

1 公立 3,265 49.5%

2 国立 3,496 53.0%

3 私立 2,934 44.4%

※「構成比」（％）はいずれも、小数点第二位を四捨五入。

問4は問3で「大学」「短期大学」「専門職大学」「専門職短期大学」のいずれか又は複数を選択した6,602人が回答対象。

－ 学生確保（資料） － 59 －



問 5 あなたが興味のある学問分野をお答えください。（あてはまるものすべてにマーク）

※複数回答項目のため、回答数はのべ／構成比＝各回答数÷全回答者7,880人

選択肢 回答数 構成比

【保健】

1 看護学 1,205 15.3%

2 医学 497 6.3%

3 歯学 218 2.8%

4 薬学 608 7.7%

5 保健その他（リハビリ、臨床検査、診療放射線 他） 1,163 14.8%

【その他】

6 人文科学（文学、史学、哲学など） 954 12.1%

7 社会科学（法学・政治学、商学・経済学、社会学など） 1,578 20.0%

8 理学（数学、物理学、化学、生物、地学など） 883 11.2%

9 工学（機械工学、電気通信工学、土木建築工学、応用化学など） 1,256 15.9%

10 農学（農学、農芸化学、林学、獣医学畜産学、水産学など） 445 5.6%

11 家政（家政学、食物学、被服学、住居学など） 473 6.0%

12 教育（教育学、小・中・学校課程、幼稚園課程など） 1,249 15.9%

13 芸術（美術、デザイン、音楽など） 908 11.5%

14 その他（教養学、総合科学、国際関係学、人間関係学など） 1,238 15.7%

選択肢 回答数 構成比

1 第一志望として受験する 96 1.2%

2 第二志望として受験する 108 1.4%

3 第三志望以下として受験する 357 4.5%

4 受験しない 7,223 91.7%

無回答 96 1.2%

合計 7,880 100.0%

選択肢 回答数 構成比

1 入学する 154 27.5%

2 志望順位が上位の他の志望校が不合格の場合に入学する 353 62.9%

3 入学しない 53 9.4%

無回答 1 0.2%

合計 561 100.0%

※複数回答項目のため、回答数はのべ／構成比＝各回答数÷回答対象者数561人

選択肢 回答件数 構成比

1 保健師国家試験受験資格（選択制） 391 69.7%

2 養護教諭一種免許状（選択制） 241 43.0%

問６以降は下関市立大学 「看護学部 看護学科(仮称)」 リーフレットを確認の上で回答を求めた。

問 6 あなたは下関市立大学「看護学部 看護学科(仮称)」を受験したいと思いますか。（あてはまるもの１つにマーク）

問7・8は問6で「第一志望として受験する」「第二志望として受験する」「第三志望以下として受験する」

を選択した561人が回答対象。

問 7 あなたは下関市立大学「看護学部 看護学科(仮称)」に合格した場合、入学したいと思いますか。（あてはまるもの１つにマーク）

問 8 下関市立大学「看護学部 看護学科(仮称)」では看護師国家試験受験資格以外に、以下のものが取得できます。あなたが興味のあるものをお答えくだ
さい。（あてはまるものすべてにマーク）

－ 学生確保（資料） － 60 －



※複数回答項目のため、回答数はのべ／構成比＝各回答数÷回答対象者数7,223人

選択肢 回答件数 構成比

1 下関市立大学「看護学部 看護学科(仮称)」に興味・関心はあるが、詳細を知った上で検討したいから 179 2.5%

2 興味・関心のある分野ではないから 4,359 60.3%

3 他の国公立大学進学を希望しているから 1,059 14.7%

4 私立大学進学を希望しているから 688 9.5%

5 進路は未定だから 562 7.8%

6 通学に時間がかかりそうだから 1,569 21.7%

7 卒業後の進路がイメージできないから 801 11.1%

8 その他 232 3.2%

問9は問6で「受験しない」を選択した7,223人が回答対象。

問 9 あなたが問６で下関市立大学「看護学部 看護学科(仮称)」を「受験しない」とした理由をお答えください。 （あてはまるものすべてにマーク）

－ 学生確保（資料） － 61 －



４.高校生アンケート調査　結果の要点

 要点１）下関市立大学「看護学部(仮称)」への受験・入学意向

問６（受験意向）の結果

7,880 名

問７（入学意向）の結果

【全体】

入学する

志望順位が上位の他の志望校が不合格の場合に入学する

561 名

【問６で「第一志望として受験する】

入学する

志望順位が上位の他の志望校が不合格の場合に入学する

96 名

【問６で「第二志望として受験する】

入学する

志望順位が上位の他の志望校が不合格の場合に入学する

108 名

【問６で「第三志望以下として受験する】

入学する

志望順位が上位の他の志望校が不合格の場合に入学する

357 名合計 100.0%

35 名 9.8%
322 名 90.2%

287 名 80.4%

100.0%

第一志望として受験する 96 名 1.2%

第二志望として受験する 108 名 1.4% 561 名 7.1%

第三志望以下として受験する 357 名 4.5%

合計

353 名 62.9%

77 名 80.2%
82 名 85.4%

5 名 5.2%

100.0%

42 名 38.9%
103 名 95.4%

合計 100.0%

154 名 27.5%

合計

61 名 56.5%

合計 100.0%

　アンケート実施合計7,880名のうち、561名（7.1％）（入学定員80名の7.0倍）より受験意向（第一志望～第三志望以下）が示された。
　合格した場合、「入学する」は154名で入学定員の2倍近くの水準で、「志望順位が上位の他の志望校が不合格の場合に入学する」は353名
（入学定員の4.4倍）であった。

507 名 90.4%

結果の要点
－ 学生確保（資料） － 62 －



 要点２）クロス集計

[クロス集計表①]

以上

「志望順位が上位の他の
志望校が不合格の場合に

入学する」
34名

「入学しない」2名

「志望順位が上位の他の
志望校が不合格の場合に

入学する」
127名

「入学しない」4名

「入学する」
13名

「入学する」
21名

「入学する」
48名

「志望順位が上位の他の
志望校が不合格の場合に

入学する」
2名

回答者合計 [卒業後の希望進路]
（問3）

[学校の設置者種別]
（問4）

[興味のある学問分野]
（問5）

[受験意向]
（問6）

[入学意向]
（問7）

「受験する
（第一志望）」

52名

「受験する
（第二志望）」

55名

「受験する
（第三志望）」

144名

　「卒業後の希望進路」（問3）、「学校の設置者種別（問4）」、「興味のある学問分野」（問5）、「受験意向」（問6）、「入学意向」（問7）の5重
クロス集計を行ったところ、「大学進学を希望」し、「公立大学を希望」し、「看護学に興味」を持ち、「受験意向」を持つ高校生は251名いた（入学
定員80名の3.1倍／第一～第三志望以下の合計）。
　その上で入学意向を示した者は245名いた（入学定員の3.1倍／「入学する」「志望順位が上位の他の志望校が不合格の場合に入学する」の合計）。

※表の面積は回答者数を示すものではない。

回答者合計
7,880名

「大学」
6,320名

（80.2%）

「公立」
3,169名

（40.2%）

「看護学」
589名

（7.5%）

結果の要点
－ 学生確保（資料） － 63 －



→ 裏面の問６以降にもご回答ください。
1

下関市立大学
「看護学部　看護学科（仮称・設置構想中）」

設置構想について入学意向アンケート調査
（対象：高校2年生の皆様）

　下関市立大学は2025(令和7)年度､「看護学部 看護学科(仮称・入学定員80名)」を設置構想中です。本学はこのアンケー
ト調査を通して、2025年度に大学進学時期を迎える現･高校２年生の皆さんからのご回答を、及びそれ以降参考に、計画の
充実を図っていきたいと考えています。回答結果は下関市立大学「看護学部(仮称)」設置構想に係る統計資料としてのみ活
用いたします。アンケート調査へのご協力を、よろしくお願いいたします。
※このアンケート調査は下関市立大学から委託された第三者機関（株式会社高等教育総合研究所）が実施しています。
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
【アンケート記入にあたっての注意事項】
· 記入は必ず黒鉛筆で、○の中を正確に塗りつぶしてください。訂正する場合は、消しゴムできれいに消してください。
· 回答用紙を汚したり、破損したりしないでください。
· オープンキャンパス等で同じアンケートに答えたことがある方は、回答をお控えください。

正しい回答のように丁寧に塗りつぶしてください。誤った回答のような場合、正確に読み込めず判別できない場合があります。
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
問 1  あなたの性別をお答えください。（あてはまるものにマーク）

        女性 男性 答えたくない

問 2  あなたがお住まいの県・地域をお答えください。（あてはまるもの1つにマーク）

        山口県下関市内　　　　 山口県山陽小野田市 山口県（下関市・山陽小野田市以外） 福岡県北九州市

福岡県（北九州市以外） 広島県 島根県 その他

問 3  あなたの高校卒業後の希望進路をお答えください。（あてはまるものすべてにマーク）

        大学 短期大学 専門職大学 専門職短期大学 専門学校 就職 その他

問 4  （大学・短大・専門職大学・専門職短大選択の場合にお答えください）志望する大学等の設置者の希望を選択してください。（あ 
てはまるものすべてにマーク）

        公立 国立 私立

問 5  あなたが興味のある学問分野をお答えください。（あてはまるものすべてにマーク）

【保健】

        看護学　　　 医学　　　 歯学　　　 薬学　　　 保健その他（リハビリ、臨床検査、診療放射線 他）　

【その他】※各分野の代表的なものを（　）内に記載。

        人文科学（文学、史学、哲学など） 社会科学（法学・政治学、商学・経済学、社会学など）

理学（数学、物理学、化学、生物、地学など） 工学（機械工学、電気通信工学、土木建築工学、応用化学など）

農学（農学、農芸化学、林学、獣医学畜産学、水産学など）　 家政（家政学、食物学、被服学、住居学など）

教育（教育学、小・中・学校課程、幼稚園課程など） 芸術（美術、デザイン、音楽など）

その他（教養学、総合科学、国際関係学、人間関係学など）

－ 学生確保（資料） － 64 －



2

本アンケート調査用紙に印刷されている
QRコードは集計時に使用するものです。
個人の特定を目的とするものではありません。

問6以降は別紙・下関市立大学「看護学部 看護学科(仮称)」リーフレットをご覧の上、お答えください。

問 6  あなたは下関市立大学「看護学部 看護学科(仮称)」を受験したいと思いますか。（あてはまるもの１つにマーク）

        第一志望として受験する　　　　　　⇒　以下の問７・問8にお答えください。

第二志望として受験する　　　　　　⇒　以下の問７・問８にお答えください。

第三志望以下として受験する　　　　⇒　以下の問７・問８にお答えください。

受験しない　　　　　　　　　　　　⇒　以下の問９にお答えください。

※下関市立大学周辺で看護学が学べる大学：
山口大学医学部保健学科看護学専攻、山口県立大学看護栄養学部看護学科、福岡県立大学看護学部看護学科
西南女学院大学保健福祉学部看護学科、日本赤十字九州国際大学看護学部看護学科　など

問６で「受験する」と回答した方は、以下の問７・問８にお答えください。

問 7  あなたは下関市立大学「看護学部 看護学科(仮称)」に合格した場合、入学したいと思いますか。（あてはまるもの１つにマーク）

        入学する　　 志望順位が上位の他の志望校が不合格の場合に入学する　　 入学しない

問 8  下関市立大学「看護学部 看護学科(仮称)」では看護師国家試験受験資格以外に、以下のものが取得できます。あなたが興味のある 
ものをお答えください。（あてはまるものすべてにマーク）

        保健師国家試験受験資格（選択制） 養護教諭一種免許状（選択制）

問６で「受験しない」と回答した方は、以下の問9にお答えください。

問 9  あなたが問６で下関市立大学「看護学部 看護学科(仮称)」を「受験しない」とした理由をお答えください。 （あてはまるものす べ
てにマーク）

        下関市立大学「看護学部 看護学科(仮称)」に興味・関心はあるが、詳細を知った上で検討したいから

興味・関心のある分野ではないから 他の国公立大学進学を希望しているから

私立大学進学を希望しているから 進路は未定だから

通学に時間がかかりそうだから 卒業後の進路がイメージできないから

その他   

質問は以上となります。ご協力をいただき、ありがとうございました。

－ 学生確保（資料） － 65 －
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－ 学生確保（資料） － 69 －



男 女 合計 男 女 合計
1,517 18,409 19,926 355 5,092 5,447 27.3%

男 女 合計 男 女 合計
旭川医科大学 医学部（修業年限４年） 看護 M601 30 234 264 5 55 60 22.7%
札幌医科大学 保健医療学部 看護学（類） M601 4 71 75 2 48 50 66.7%
名寄市立大学 保健福祉学部 看護 M601 31 243 274 5 47 52 19.0%
札幌市立大学 看護学部 看護 M601 16 179 195 8 79 87 44.6%
旭川市立大学 保健福祉学部 保健看護学 M603 57 249 306 8 52 60 19.6%
青森県立保健大学 健康科学部 看護（類） M601 29 313 342 6 102 108 31.6%
岩手県立大学 看護学部 看護学（類） M601 26 337 363 5 86 91 25.1%
宮城大学 看護学群 看護学類 M601 34 407 441 6 91 97 22.0%
山形大学 医学部（修業年限４年） 看護 M601 20 217 237 3 59 62 26.2%
山形県立保健医療大学 保健医療学部 看護 M601 22 211 233 4 59 63 27.0%
福島県立医科大学 看護学部 看護学（類） M601 40 291 331 13 71 84 25.4%
筑波大学 医学群（修業年限４年） 看護学類 M601 8 157 165 1 64 65 39.4%
茨城県立医療大学 保健医療学部 看護 M601 14 135 149 3 48 51 34.2%
群馬県立県民健康科学大学 看護学部 看護学（類） M601 17 175 192 5 77 82 42.7%
埼玉県立大学 保健医療福祉学部 看護 C3D3 42 561 603 8 125 133 22.1%
千葉大学 看護学部 看護学（類） M601 14 245 259 6 78 84 32.4%
千葉県立保健医療大学 健康科学部 看護 M601 6 201 207 1 82 83 40.1%
東京都立大学 健康福祉学部 看護 M601 12 287 299 6 80 86 28.8%
横浜市立大学 医学部（保健学科） 看護 M601 6 177 183 2 98 100 54.6%
神奈川県立保健福祉大学 保健福祉学部 看護 M601 15 249 264 5 88 93 35.2%
川崎市立看護大学 看護学部 看護 M601 61 575 636 6 94 100 15.7%
新潟県立看護大学 看護学部 看護 M601 51 233 284 20 73 93 32.7%
富山大学 医学部（修業年限４年） 看護学科 M601 15 219 234 6 74 80 34.2%
富山県立大学 看護学部 看護 M601 53 461 514 6 114 120 23.3%
公立小松大学 保健医療学部 看護 M601 25 307 332 2 50 52 15.7%
石川県立看護大学 看護学部 看護 M601 20 335 355 5 78 83 23.4%
福井大学 医学部（修業年限４年） 看護 M601 5 164 169 3 60 63 37.3%
福井県立大学 看護福祉学部 看護 M601 12 149 161 5 50 55 34.2%
敦賀市立看護大学 看護学部 看護学（類） M601 13 156 169 4 52 56 33.1%
山梨大学 医学部（修業年限４年） 看護 M601 20 201 221 3 58 61 27.6%
山梨県立大学 看護学部 看護 M601 19 277 296 8 98 106 35.8%
長野県看護大学 看護学部 看護 M601 19 283 302 4 81 85 28.1%
岐阜大学 医学部（保健学科） 看護 M601 27 351 378 5 75 80 21.2%
岐阜県立看護大学 看護学部 看護 M601 17 253 270 80 80 29.6%
浜松医科大学 医学部（修業年限４年） 看護 M601 4 128 132 2 58 60 45.5%
静岡県立大学 看護学部 看護 M601 30 301 331 14 106 120 36.3%
名古屋市立大学 看護学部 看護 M601 6 268 274 3 118 121 44.2%
愛知県立大学 看護学部 看護 M601 25 391 416 3 89 92 22.1%
三重大学 医学部（修業年限４年） 看護 M601 17 227 244 7 73 80 32.8%
三重県立看護大学 看護学部 看護 M601 22 403 425 3 98 101 23.8%
滋賀医科大学 医学部（修業年限４年） 看護 M601 6 92 98 3 57 60 61.2%
滋賀県立大学 人間看護学部 人間看護 M604 33 373 406 3 68 71 17.5%
京都府立医科大学 医学部（修業年限４年） 看護 M601 6 113 119 6 79 85 71.4%
大阪公立大学 看護学部（１年次） 看護 M601 40 667 707 9 151 160 22.6%
神戸市看護大学 看護学部 看護 M601 32 432 464 7 93 100 21.6%
兵庫県立大学 看護学部 看護 M601 22 438 460 3 103 106 23.0%
奈良県立医科大学 医学部（修業年限４年） 看護 M601 10 192 202 4 81 85 42.1%
和歌山県立医科大学 保健看護学部 保健看護 M603 27 288 315 7 73 80 25.4%
島根大学 医学部（修業年限４年） 看護 M601 25 209 234 6 54 60 25.6%
島根県立大学 看護栄養学部 看護学科 M601 11 201 212 8 74 82 38.7%
岡山県立大学 保健福祉学部 看護 M601 3 116 119 43 43 36.1%
新見公立大学 健康科学部 看護 M601 31 481 512 2 86 88 17.2%
山口県立大学 看護栄養学部 看護 M601 21 307 328 0 56 56 17.1%
香川大学 医学部（修業年限４年） 看護 M601 11 180 191 5 57 62 32.5%
香川県立保健医療大学 保健医療学部 看護 M601 18 149 167 7 63 70 41.9%
愛媛大学 医学部（修業年限４年） 看護 M601 10 132 142 6 54 60 42.3%
愛媛県立医療技術大学 保健科学部 看護学 M601 13 338 351 1 74 75 21.4%
高知大学 医学部（修業年限４年） 看護 M601 11 161 172 2 58 60 34.9%
高知県立大学 看護学部 看護 M601 36 368 404 3 79 82 20.3%
福岡県立大学 看護学部 看護 M601 28 402 430 7 89 96 22.3%
佐賀大学 医学部 看護 M601 10 211 221 3 57 60 27.1%
長崎県立大学 看護栄養学部 看護 M601 22 380 402 2 59 61 15.2%
大分大学 医学部（修業年限４年） 看護 M601 30 234 264 7 53 60 22.7%
大分県立看護科学大学 看護学部 看護学 M601 25 288 313 6 76 82 26.2%
宮崎大学 医学部（修業年限４年） 看護 M601 22 176 198 6 54 60 30.3%
宮崎県立看護大学 看護学部 看護 M601 40 419 459 13 88 101 22.0%
名桜大学 人間健康学部 看護 M601 41 185 226 10 73 83 36.7%
沖縄県立看護大学 看護学部 看護 M601 29 256 285 8 72 80 28.1%

学科 符号大学名

入学率

入学率

国公立大学看護学科・看護学専攻等への
志願者・入学者状況（2023年度）

入学状況
学科別入学志願者数 学科別入学者数

入学状況
学科別入学志願者数 学科別入学者数学部名

－ 学生確保（資料） － 70 －

【資料16】国公立大学看護学科・看護学専攻等への志願者・入学者状況（2023年度）



株式会社高等教育総合研究所

下関市立大学

「看護学部 看護学科 (仮称) 」

設置構想についての採用意向アンケート調査

報告書

令和6年2月

－ 学生確保（資料） － 71 －

【資料17】下関市立大学「看護学部 看護学科（仮称）」設置構想についての採用意向アンケート調査 報告書
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１．採用意向アンケート調査　概要

調査目的

調査時期

調査方法

回収件数 有効回答数256件（回収率22.5%）

調査対象事業所に対しアンケートを郵送し依頼することにより実施（紙方式・web方式での回答方法を案内し、い
ずれかで回答を依頼）

令和7年（2025年）度に下関市立大学が設置構想中の「看護学部(仮称) 」（入学定員80名）が養成する人材の採
用（人材需要）の見込みを測定することを目的とする。

調査対象

下関市立大学「看護学部(仮称)」が養成する人材の採用が見込まれる以下の地域の業種

 （業種）　病院、地方自治体、企

 （地域）  山口県及び山口県の隣接県（福岡県、広島県、島根県）

 （依頼件数）  1,139件

調査内容

・回答事業所の基本情報（業種・所在地）

・下関市立大学「看護学部(仮称)」卒業生の人材ニーズ

・下関市立大学「看護学部(仮称)」卒業生の採用意向

令和5年11月～12月

－ 学生確保（資料） － 73 －



２．採用意向アンケート調査　集計結果

問 1 貴機関・貴施設の主たる所在地をお答えください。（あてはまるもの1つにマーク）

選択肢 回答数 構成比

1 山口県下関市内 8 3.1%

2 山口県山陽小野田市 3 1.2%

3 山口県（下関市・山陽小野田市以外） 59 23.0%

4 福岡県北九州市 47 18.4%

5 福岡県（北九州市以外） 54 21.1%

6 広島県 42 16.4%

7 島根県 24 9.4%

8 その他 8 3.1%

無回答 11 4.3%

合計 256 100.0%

問 2 貴機関・貴施設・貴社についてお答えください。（あてはまるもの1つにマーク）

選択肢 回答数 構成比

1 病院 133 52.0%

2 地方自治体 56 21.9%

3 企業 66 25.8%

無回答 1 0.4%

合計 256 100.0%

問 3 貴機関・貴施設において現在勤務されている「看護師」の人数をお答えください。（あてはまるもの1つにマーク）

選択肢 回答数 構成比

1 0人 73 28.5%

2 1～9人 35 13.7%

3 10～19人 3 1.2%

4 20～49人 13 5.1%

5 50～99人 49 19.1%

6 100人以上 83 32.4%

無回答 0 0.0%

合計 256 100.0%

問 4 貴機関・貴施設において現在勤務されている「保健師」の人数をお答えください。（あてはまるもの1つにマーク）

選択肢 回答数 構成比

1 0人 117 45.7%

2 1～5人 71 27.7%

3 6～10人 24 9.4%

4 11人以上 43 16.8%

無回答 1 0.4%

合計 256 100.0%

※「構成比」（％）はいずれも、小数点第二位を四捨五入。

－ 学生確保（資料） － 74 －



問 5 貴機関・貴施設における看護職人材の充足状況をお答えください。（あてはまるもの1つにマーク）

選択肢 回答数 構成比

1 不足している 78 30.5%

2 どちらかといえば不足している 74 28.9%

3 充足している 56 21.9%

4 過剰である 4 1.6%

5 わからない 44 17.2%

無回答 0 0.0%

合計 256 100.0%

問 6 貴機関・貴施設の看護職人材の今後の採用方針についてお答えください。（あてはまるもの1つにマーク）

選択肢 回答数 構成比

1 毎年、安定的に採用を行う予定である 93 36.3%

2 ある程度安定的に採用を行う予定である 44 17.2%

3 増員が必要になった場合、採用を考える 9 3.5%

4 欠員が出た場合、採用を考える 45 17.6%

5 採用の予定はない 55 21.5%

6 わからない 10 3.9%

無回答 0 0.0%

合計 256 100.0%

選択肢 回答数 構成比

1 4年制大学の卒業生を中心に採用していきたい 28 10.9%

2 短期大学の卒業生を中心に採用していきたい 0 0.0%

3 専門学校の卒業生を中心に採用していきたい 2 0.8%

4 大学院の卒業生を中心に採用していきたい 0 0.0%

5 採用は人物本位なので、学校種にはこだわらない 208 81.3%

無回答 18 7.0%

合計 256 100.0%

選択肢 回答数 構成比

1 ニーズは極めて高い 99 38.7%

2 ニーズはある程度高い 100 39.1%

3 どちらともいえない 23 9.0%

4 わからない 33 12.9%

無回答 1 0.4%

合計 256 100.0%

問 8 下関市立大学が設置構想中の看護学部 看護学科（仮称）の養成する人材は地域的および社会的ニーズが高いと思われますか。

　 （あてはまるもの1つにマーク）

問 7 あなたは下関市立大学「看護学部 看護学科(仮称)」を受験したいと思いますか。（あてはまるもの1つにマーク）

問８以降は下関市立大学 「看護学部 看護学科(仮称)」 リーフレットを確認の上で回答を求めた。

－ 学生確保（資料） － 75 －



■看護師の採用についてお尋ねします。

選択肢 回答件数 構成比

1 採用したい 125 48.8%

2 採用しない 46 18.0%

3 わからない 82 32.0%

無回答 3 1.2%

合計 256 100.0%

選択肢 回答数 人数

1 1名 21 21

2 2名 32 64

3 3名 25 75

4 4名 5 20

5 5名以上 40 200

無回答 2 -

人数合計 125 380

※5名以上は5名でカウント

■保健師の採用についてお尋ねします。

選択肢 回答件数 構成比

1 採用したい 52 20.3%

2 採用しない 91 35.5%

3 わからない 110 43.0%

無回答 3 1.2%

合計 256 100.0%

選択肢 回答数 人数

1 1名 34 34

2 2名 8 16

3 3名 5 15

4 4名 0 0

5 5名以上 3 15

無回答 2 -

人数合計 52 80

※5名以上は5名でカウント

問 9 下関市立大学が設置構想中の看護学部　看護学科（仮称）の卒業生を「看護師」として採用したいと思われますか。

　　（あてはまるもの1つにマーク）

問 11 下関市立大学が設置構想中の看護学部 看護学科（仮称）では保健師養成（選択制）を予定しています。

　　　本学科の卒業生を「保健師」として採用したいと思われますか。（あてはまるもの1つにマーク）

問 10  問9 で「採用したい」とした場合の採用可能人数（単年度）をお答えください。（あてはまるもの1つにマーク）

問 12  問11 で「採用したい」とした場合の採用可能人数（単年度）をお答えください。（あてはまるもの1つにマーク）

－ 学生確保（資料） － 76 －



特定看護師や認定看護師といった高度なㇾベルが求められるようになってくる。幹部候補生として期待したいと思います。

保健師募集を行う際には是非情報提供をさせてください。

山口県内の大学で学んでも、就職先は山口県外に流出することが多いのが現状だと思います。
貴学では山口県内在住者を積極的に受け入れ、県内就職という道を作っていただければ幸いです。

山口県内に看護学校は必要と思う。今後特に不足すると思われる。

従業員数は250名。
看護師，保健師の直接雇用はありません。
（産業医・保健師は外部委託契約しております。）

需要は大変高いと感じておりますが、当社では看護師採用がないため、回答が難しく。申し訳ございません。ご確認の程、よろしくお願いいたしま
す。

ある程度即戦力を期待する

看護師の人材不足が進み、看護師の養成校も閉校が続く中、新しく看護学科を創設されることを大変嬉しく思います。

特にございません。

看護学科創設の折にはぜひ求人票等情報発信させてください。

少子化で学生さんの確保が難しいと思いますが、近隣地域においては養成校が増えることは大切だと考えています。

この回答は、地方自治体（町）として（地域保健師を想定した）の回答です。公営企業である町立病院（看護師）は含めていません。

山口県に残る人材を育ててほしい。

回答に関連して、保健師のご質問については、保健師業務の従事者の観点で回答しています。
有資格者による保健師業務に特化した配属はさせていませんので、悪しからずご了承下さい。

県内で活躍される看護師の育成を宜しくお願い致します。

教員の質の確保、学生の質の確保
地域枠を設けるなどして、地元の学生を受け入れ地元への定着を図る

学び続けられる看護師を育成したいと考えています。学生時代から学ぶことの楽しさを伝えていただきたいです。

医療人材は将来にわたり永続的に必要とされる職種です。
当院におきましても実習受け入れや施設見学等積極的にご協力させて頂きます。

本市でも保健師は不足しており、貴学で学んだ優秀な人材が積極的に受験されることを大いに期待します。
※勤務している人数として、看護師は会計年度任用職員であり、保健師は正規職員、会計年度任用職員を含めての人数となります。

看護師さん等の不足の話を聞きますので良い取り組みだと思います。
しかし弊社としては、配属部署がないので
採用は難しい考えます。

今後も医療、介護人材不足は加速されると予想されます。
是非設置してください

下関市内に看護学部のある大学がなかったので、地域に在住する看護学生の採用が望まれる。

学年に関係なく、施設見学やインターンシップを随時行っていますのでご希望があればお気軽にご連絡いただければと思います。

保健師がほしいです。

精神科領域での看護実習の受入としていきたい。精神科看護の連携が出来れば良いなと思います。

通信制高校を運営しているので、生徒に進学先として提案したいと思っている。

弊社介護施設において配置基準があるため、比較的安定的に採用していきたい。学生さんへの就職先として学内企業説明会など開催していただき、
PRできる場をいただけると幸いです。

看護学科については専門人材として必要だと考えます。アンケートについては看護士を必要としていない会社であり一番近いものを回答していま
す。

エリアが離れており、当院を志望する学生はいないのではないかと思います

当院がある長門市からも貴大学へ多くの方が入学されると思います。貴大学で看護師の取得され、地元での就職を促進して頂きたい。

高度な知識とモラル・スキルを持つ人材を育成して頂きたい。個人的に身内に看護師がおりますので、ある程度把握しておりますので是非期待して
おります。

民間病院へ就転する学生が多くなることを期待しています。

看護学科は私立でもあるので、公立大学としてはもっと特色のある学科の方がいいと思います。

近隣の幾つがある看護学科が閉校に
なることを想定すると、地域に残って貢献できる人材を育成していただきたい。

卒業後も県内に残って県内施設で活躍できる人材の育成を期待しています。

問 13 下関市立大学が設置構想中の看護学部 看護学科（仮称）に対して期待される点やご要望がありましたらご自由にお書きください。

※全55事業所から回答

年度毎の状況により、採用人数が異なるため（0人となる可能性あり）問11は「わからない」としておりますが、貴学の優秀な学生様に本市を志望い
ただけますと幸いに存じます。

行政機関として、地域で生活する住民の健康を守ることは重要な業務と考えており、そのためにも保健師は不可欠な職種と考えています。是非、山
口県内で働く保健師を養成していただきたいと思います。

－ 学生確保（資料） － 77 －



江津市の西部島根医療福祉センターと共に島根全域で医療・福祉に関わる様々な事業を展開している『医療型の福祉施設』です。看護学生の皆様に
は、重症心身障害児（者）に関わる看護に関心を向けていただけることを期待しています。

当社は製造業なので看護師採用では関係ありません。

ぜひ地元（山口）に残って活躍されるNsaの育成をよろしくお願いします。

少子化を受けての学術研究機関が今までに対応していなかった他部門に進出することには一定の理解は出来るが近隣の東亜看護学院との住み分け、
教育課程が4年であるデメリットをどの様にカバーしてゆくのか、疑問は残る

病院の人材不足を補ってほしい。

少子化が進む中ではあるが、明るい未来につながるのが理想だと思います。建設業界も私たちが暮らしていく上で大事な業種であると思っておりま
す。魅力のある仕事であることをお互いに発信できるといいですね。

保健師採用の受験資格として看護師及び保健師の資格を必須にしています。

問9については現在採用区分がありますので「採用しない」と回答しております。問12の採用可能人数については毎年変動します。

県内で勤務する人材を育ててほしいと思います。下関という環境柄、福岡はじめ九州に就職、流出が多いのではと危惧します。

高齢化が進む中での人材確保は年々厳しくなっています。その中で次世代の看護職を育成を大学ならではの視点で他との違いを明確に打ち出される
事を期待します。

多様性に対応できる看護師を育てて頂き、子どもから老人までの人生の健康に支援や援助ができる高い志を持てるように常に学びながら自分の目標
を持てる人となる様に自分達も支援致します。

倫理観のある看護師をぜひとも育てて欲しいと切に願っております。貴学の教育に期待をしております。

継続して看護師としてのキャリアを重ねられるよう、学生の時から自身のキャリアを意識してほしい。

多くの看護師を育成してほしい

関門地域の発展だけでなく学生さんが住み慣れた地域に戻り活躍できる能力の養成をお願いしたい。

年々看護師の採用が難しくなってきて苦労しています。

就職に関する情報がありましたらぜひ提供いただければ幸いです。よろしくお願い致します。

働きながら資格を取得される方が多く通信制もあると良いです。

－ 学生確保（資料） － 78 －



３.採用意向アンケート調査　結果の要点

 要点１）下関市立大学「看護学部(仮称)」で養成する人材の社会的ニーズ

問８[ 下関市立大学「看護学部(仮称)」で養成する人材の社会的ニーズ]

199 事業所 77.7%

57 事業所 22.3%

256 事業所 100.0%

回答事業所の77.7％にあたる199事業所から下関市立大学「看護学部(仮称)」で養成する人材の「ニーズは高
い」との回答を得た（問8）。同学科の養成人材像が、事業者から高い評価を得ていることが示された。

人材ニーズは極めて高い・ある程度高い

どちらともいえない・わからない・無回答

合計

38.7%

39.1%

9.0%

12.9%

0.4%

問８

人材ニーズ

ニーズは極めて高い ニーズはある程度高い どちらともいえない わからない 無回答

－ 学生確保（資料） － 79 －



 要点２）下関市立大学「看護学部(仮称)」の卒業生の採用意向

【看護師としての採用】

125 事業所 48.8%

131 事業所 51.2%

256 事業所 100.0%

380 名 -

【保健師としての採用】

52 事業所 20.3%

204 事業所 79.7%

256 事業所 100.0%

80 名 -

採用したい

採用しない・わからない・無回答

合計

採用の場合の採用可能人数(単年度)の合計

問11 下関市立大学「看護学部(仮称)」の卒業生の採用意向（保健師）

採用しない・わからない・無回答

合計

採用の場合の採用可能人数(単年度)の合計

調査を行った事業所の20.3％にあたる52事業所から下関市立大学「看護学部(仮称)」の卒業予定者の採用意向
が示された。また、その52事業所における採用可能人数(単年度)の合計は80名であった。

採用したい

問９ 看護学部 看護学科（仮称）の卒業生の採用意向（看護師）

調査を行った事業所の48.8％にあたる125事業所から下関市立大学「看護学部(仮称)」の卒業予定者の採用意向
が示された。また、その125事業所における採用可能人数(単年度)の合計は、入学定員の80名を大きく上回る
380名であった。

48.8%

18.0%

32.0%

1.2%

問９

採用意向

(看護師)

採用したい 採用しない わからない 無回答

20.3%

35.5%

43.0%

1.2%

問11
採用意向

(保健師)

採用したい 採用しない わからない 無回答

－ 学生確保（資料） － 80 －



下関市立大学 看護学部 看護学科（仮称） 
設置構想についての採用意向アンケート調査 

（調査対象：人事・採用ご担当者） 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
下関市立大学（山口県下関市）は、2025 年 4 月に看護学部 看護学科（仮称）の設置を構想しています。 本学ではこの

アンケート調査を通して、将来的に卒業生の採用をご検討いただく皆様から率直なご意見をお伺いし、さらなる計画の充
実を図って参りたいと考えております。本アンケート調査で得られた情報は、下関市立大学 看護学部 看護学科(仮称)の
設置構想に係る統計資料としてのみ活用いたします。アンケート調査へのご協力を謹んでお願い申し上げます。
※このアンケート調査は下関市立大学から委託された第三者機関（株式会社高等教育総合研究所）が実施しています。
※本アンケートおよびリーフレットに記載されている内容については予定であり、変更される可能性があります。
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

記入例を参考にご回答ください。 

問１ 貴機関・貴施設・貴社の主たる所在地・本社をお答えください。（あてはまるもの 1 つにマーク） 

0 山口県下関市 0 山口県山陽小野田市 0 山口県（下関市・山陽小野田市以外）

0 福岡県北九州市 0 福岡県（北九州市以外） 0 広島県

0 島根県 0 その他

問 2 貴機関・貴施設・貴社についてお答えください。 
（あてはまるもの 1 つにマーク／企業の場合、業種・従業員数をご記入ください） 

0 病院 0 地方自治体 0 企業（業種   ） 
  （従業員数     ） 

問 3 貴機関・貴施設・貴社において現在勤務されている「看護師」の人数をお答えください。 
（あてはまるもの 1 つにマーク） 

0 0 人 0 1～9 人 0 10~19 人 0 20~49 人 0 50~99 人 0 100 人以上 

問 4 貴機関・貴施設・貴社において現在勤務されている「保健師」の人数をお答えください。 
（あてはまるもの 1 つにマーク） 

0 0 人 0 1～5 人 0 6~10 人 0 11 人以上

問５ 貴機関・貴施設・貴社における看護職人材の充足状況をお答えください。 
（あてはまるもの 1 つにマーク） 

0 不足している 0 どちらかといえば不足している 0 充足している
0 過剰である 0 わからない

問 6 貴機関・貴施設・貴社の看護職人材の今後の採用方針についてお答えください。 
（あてはまるもの１つにマーク） 

0 毎年、安定的に採用を行う予定である 0 ある程度安定的に採用を行う予定である

0 増員が必要になった場合、採用を考える 0 欠員が出た場合、採用を考える

0 採用の予定はない 0 わからない

－ 学生確保（資料） － 81 －



問 7 貴機関・貴施設・貴社の看護職人材の新卒採用についてお答えください。 
（あてはまるもの 1 つにマーク） 

0 4年制大学の卒業生を中心に採用していきたい 0 短期大学の卒業生を中心に採用していきたい

0 専門学校の卒業生を中心に採用していきたい 0 大学院の卒業生を中心に採用していきたい

0 採用は人物本位なので、学校種にはこだわらない 

以下の設問は、同封のリーフレットをご確認の上、お答えください。

問 8 下関市立大学が設置構想中の看護学部 看護学科（仮称）の養成する人材は社会的ニーズが高いと 
思われますか。（あてはまるもの１つにマーク） 

0 ニーズは極めて高い  0 ニーズはある程度高い 0 どちらともいえない  0 わからない

■看護師の採用についてお尋ねします。
問 9 下関市立大学が設置構想中の看護学部 看護学科（仮称）の卒業生を「看護師」として採用したいと

思われますか。（あてはまるもの１つにマーク） 

0 採用したい 0 採用しない 0 わからない

問 10 問 9 で「採用したい」とした場合の採用可能人数（単年度）をお答えください。 
（あてはまるもの１つにマーク） 

0 １人 0 ２人 0 ３人 0 4 人 0 5 人以上

■保健師の採用についてお尋ねします。
問 11 下関市立大学が設置構想中の看護学部 看護学科（仮称）では保健師養成（選択制）を予定しています。

本学科の卒業生を「保健師」として採用したいと思われますか。（あてはまるもの１つにマーク） 

0 採用したい 0 採用しない 0 わからない

問 12 問 11 で「採用したい」とした場合の採用可能人数（単年度）をお答えください。 
（あてはまるもの１つにマーク） 

0 １人 0 ２人 0 ３人 0 4 人 0 5 人以上

問 13 下関市立大学が設置構想中の看護学部 看護学科（仮称）に対して期待される点やご要望がありましたら
ご自由にお書きください。 

質問は以上となります。ご協力いただき、有難うございました。

－ 学生確保（資料） － 82 －



－ 学生確保（資料） － 83 －



－ 学生確保（資料） － 84 －



－ 学生確保（資料） － 85 －



－ 学生確保（資料） － 86 －
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